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     午前９時２６分  開 議 

○委員長（伊勢英昭君） おはようございます。 

  これより予算審査特別委員会を再開します。 

  ただいまの出席委員は16名です。 

  ７番羽川喜冨君から欠席届が提出されております。 

  審査日程表により進めてまいりますので、円滑な議事運営に御協力願います。 

  審査に入る前に申し上げます。質疑は１人２問から３問程度とし、それ以上の質疑がある場

合には質疑が一巡した後にお願いします。また、質疑の際は分かりやすく簡潔にお願いします。

さらに、質疑が重複しないようできるだけ関連質疑で対応するようにお願いします。 

  それでは、審査日程表により保健福祉課の予算審査を始めます。 

  所管事項の内容を説明願います。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（伊藤文子君） 改めましておはようございます。 

  それでは、令和３年度保健福祉課関係の当初予算について、一般会計予算、介護保険特別会

計予算の順に、主なものについて令和３年度利府町各種会計予算説明書①により御説明いたし

ます。 

  なお、令和３年度につきましては、組織と事務分掌が変更となりますが、現時点での保健福

祉課の所管事務に沿って御説明いたします。 

  初めに、一般会計予算の歳入から御説明申し上げます。 

  10ページをお開きください。 

  17款１項１目民生費国庫負担金１節社会福祉費負担金２億1,581万1,000円につきましては、

障害者自立支援医療費及び障害者自立支援給付費に要する事業費の２分の１の負担率で計上し

ており、障害者自立支援給付費負担金につきましては、前年度より338万9,000円増の２億638

万1,000円を計上しており、障害者自立支援医療費負担金につきましては、前年度より449万

6,000円減の943万円を計上しております。 

  11ページを御覧ください。 

  17款１項２目衛生費国庫負担金２節新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金１億484

万9,000円につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種に係る費用のうち町が行う支弁事

業に対する負担金となっており、事業費の10分の10の補助率で計上しております。 

  12ページをお開きください。 

  17款２項２目民生費国庫補助金１節社会福祉費補助金につきましては、障害者・障害児の日
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常生活用具給付事業や移動支援事業など地域生活支援事業に要する事業費の２分の１の補助率

で973万9,000円を計上しております。２節児童福祉費補助金のうち妊娠出産包括支援事業費補

助147万2,000円につきましては、令和３年度より実施する産後ケア事業と産婦健診事業に要す

る事業費の２分の１の補助率で計上しております。 

  ３目衛生費国庫補助金３節新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金4,784万

2,000円につきましては、事業費のうち補助対象経費の10分の10の補助率で計上しております。 

  16ページをお開きください。 

  18款２項３目衛生費県補助金４節造血幹細胞移植後ワクチン再接種費用助成補助金15万円に

つきましては、感染症の蔓延防止及び小児がん等の患者を支援するため、定期予防接種の再接

種補助に要する費用の２分の１の補助率で計上しております。 

  18ページをお開きください。 

  18款３項２目民生費委託金１節人権啓発活動市町村委託金43万1,000円につきましては、令和

２年度に引き続き令和３年度におきましても、法務省から委託される人権啓発活動地方委託事

業委託金となります。 

  続いて、歳出の主な項目について御説明いたします。 

  50ページをお開きください。 

  ３款１項１目社会福祉総務費につきましては、行政組織改編に伴い、障害福祉事業に要する

経費を新たに設定いたします３目障害者福祉費に移行しており、社会福祉事業に要する経費と

しましては8,508万4,000円を計上しております。主に地域福祉課職員の人件費となっておりま

す。 

  51ページを御覧ください。 

  ２目高齢者福祉費につきましては、一般の高齢者福祉事業に要する経費として、前年度より

1,994万5,000円減の2,739万6,000円を計上しております。減額の主な要因としましては、組織

改編に伴い人件費を４款１項１目の保健衛生総務費に一括計上したこと、１節の報酬について、

高齢者送迎バスの福祉バスの廃止により運転手の報酬を減としたことや、18節負担金補助及び

交付金にありました松島長松苑の建設負担金の支払いが令和２年度をもちまして完了したこ

と、19節扶助費にありました老人保護措置費につきまして、措置を行っていた１名の方が亡く

なられたことによる減額でございます。 

  ３目障害者福祉費につきましては、障害福祉事業に要する経費として７億1,477万9,000円を

計上しております。 
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  53ページをお開きください。 

  今の経費につきましては、障害福祉サービス利用に係る19節扶助費となり、介護給付費や訓

練等給付費及び障害児給付費の各給付費を前年度の実績に基づき計上しております。 

  54ページをお開きください。 

  ３款１項５目保健福祉センター管理費につきましては、管理運営に要する経費として前年度

より229万2,000円減の2,862万7,000円を計上しております。減額の主な要因としましては、老

人福祉センター浴室利用の廃止に伴う経費等の減によるものでございます。 

  55ページを御覧ください。 

  ７目介護保険事業費につきましては、介護保険運営に要する一般会計分として、前年度より

2,485万1,000円増の３億6,424万6,000円を計上しております。増額の主な要因としましては、

介護給付費の増によるものでございます。 

  63ページをお開きください。 

  ４款１項１目保健衛生総務費につきましては、職員人件費及び保健事業の事務に要する経費

として、前年度より620万6,000円増の7,516万円を計上しており、増額の主な要因としましては、

組織改編により人件費が３款１項２目高齢者福祉費より変更となったことによる増でありま

す。 

  64ページをお開きください。 

  ４款１項２目予防費につきましては、予防接種など予防事業に要する経費として、前年度よ

り１億6,265万3,000円増の２億7,768万9,000円を計上しております。増額の主な要因としまし

ては、臨時接種として実施する新型コロナウイルスワクチンの予防接種に要する接種券作成業

務等の各委託料等によるものでございます。 

  66ページをお開きください。 

  ３目健康増進事業につきましては、各種検診に要する経費として対象者数の増加を見込み、

前年度より296万9,000円増の6,936万1,000円を計上しております。 

  67ページを御覧ください。 

  ４款１項４目母子衛生費につきましては、乳幼児健康診査等の母子保健事業に要する経費と

して、前年度より3,963万4,000円減の834万円を計上しております。減額の主な要因としまして

は、行政組織改編に伴い、子育て世代包括支援センター事業に要する経費を新たに設定し、５

目母子健康費に計上したことによるものでございます。５目母子健康費につきましては、産婦

健康診査業務と産後ケア業務に要する経費を新たに計上し、子育て世代包括支援センターを実
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施する事業に要する経費として4,499万3,000円を計上しております。 

  続きまして、介護保険特別会計について御説明申し上げます。 

  令和３年度利府町各種会計予算説明書②の23ページをお開き願います。 

  令和３年度利府町介護保険特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ22億9,484万8,000円で、

前年度より１億3,312万4,000円の増となっております。 

  初めに、歳入の主な項目を御説明いたします。 

  25ページをお開きください。 

  １款１項１目第１号被保険者保険料５億8,105万6,000円につきましては、第８期介護保険事

業計画で算定しました保険料月額5,400円、被保険者数を8,800人で現年度分の保険料を見込み、

前年度より2,505万8,000円の増となっております。 

  次に、３款１項１目介護給付費負担金につきましては、前年度より2,074万1,000円増の３億

7,889万円で、介護給付費の増加に伴う増となっております。 

  ３款２項１目調整交付金につきましては、前年度より1,796万3,000円減の191万1,000円で、

交付率の見直しに伴う減となっております。 

  26ページをお開きください。 

  ４款１項１目介護給付費交付金につきましては、前年度より3,641万1,000円増の５億7,300

万4,000円と、５款１項１目介護給付費負担金につきましては、前年度より2,308万9,000円増の

３億1,083万8,000円、さらに、27ページを御覧ください、７款１項１目介護給付費繰入金につ

きましては、前年度より1,685万7,000円増の２億6,527万9,000円となっており、４款、５款も

同じく介護給付費の増加に伴う増額となっております。 

  ４目低所得者保険料軽減繰入金につきましては、前年度より1,002万7,000円増の2,118万

4,000円を低所得者に係る介護保険料の公費負担分として計上しております。 

  続いて、歳出の主な項目を説明いたします。 

  29ページをお開きください。 

  １款１項１目一般管理費につきましては、第８期介護保険事業計画の策定が終了したこと等

に伴い、前年度より560万8,000円減の2,950万8,000円を計上しております。 

  31ページをお開きください。 

  ２款１項介護サービス等諸費につきましては、１目居宅介護サービス等給付費から４目介護

サービス計画給付費までの総額で、前年度より１億1,937万8,000円増の19億3,776万9,000円を

計上しており、いずれも報酬単価改正とサービス料の増に伴う介護給付費の増となっておりま
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す。 

  32ページをお開きください。 

  ２款４項高額介護サービス費につきましては、前年度より789万6,000円増の4,490万4,000円

を計上しております。これらの増額の主な要因としましては、サービス利用者の増加及び１人

当たりの利用料の増によるものであります。 

  続きまして、34ページをお開きください。 

  ５款２項１目一般介護予防事業費につきましては、前年度より117万1,000円増の1,484万

9,000円を計上しており、介護予防を推進するため各種講座の開催に要する経費や、地域におけ

る居場所づくり活動を支援するための事業費を計上しております。 

  以上が介護保険特別会計予算の説明でございます。 

  これで保健福祉課所管の当初予算の説明を終わります。よろしく御審査のほどお願い申し上

げます。 

○委員長（伊勢英昭君） 内容の説明が終わりましたので、直ちに質疑を行います。 

  質疑の発言を許します。質疑ありませんか。２番渡邉委員。 

○渡邉博恵委員 １点ほどお伺いいたします。 

  説明書①の50ページ、１目社会福祉総務費の１節民生委員推薦会委員６名分ということでお

伺いいたします。民生委員というのは大変重要な役割の方々をそれを推薦するという方々が、

どのような人がどのように選ばれてこの委員になっているのか、お願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） ただいまの質疑に対し当局答弁願います。小畑班長。 

○保健福祉課福祉班長（小畑香代君） それでは、渡邉委員の御質問にお答えいたします。 

  民生委員推薦会の委員についてということでございますが、この民生委員推薦委員の方々に

つきましては７名いらっしゃいます。まず、議会の代表の方ということで議長さんにも委員に

なっていただいておりますし、あとは民生委員の会長、あとは社会福祉事業の実施に関係ある

方ということで、今回委員になっていらっしゃるのが、ボランティア友の会の会長さん、あと

は社会福祉関係の団体の代表ということで社協の会長さんがなっておられます。あとは教育関

係にある方ということで教育委員の方、あとは関係行政機関の職員ということで副町長、あと

行政区長会の会長ということで７名の委員の方になっておられます。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。渡邉委員。 

○渡邉博恵委員 どのような方が選ばれているかということはよく分かりました。 

  それで、民生委員は３年ごと、12月に改選されるということなんですが、するとその改選時
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期というか、１年間にどれくらいの会議をなさって改選時期というか、そちらのほうがとても

どれくらい忙しいのか。忙しいというか、年にどのような会議をなされて改選時期はどうなの

かなということをお伺いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。小畑班長。 

○保健福祉課福祉班長（小畑香代君） それでは、再質問にお答えいたします。 

  民生委員の推薦会というか、委員もおっしゃっていたとおり３年に一度ということで、任期

が３年間ですので３年に一度の推薦会の開催をしております。直近では、令和元年度に推薦会

の開催をいたしました。最初に行政区長の方々から、各行政区長さんに各行政区から民生委員

を推薦していただくような形になっております。その後、推薦会のほうに諮りまして、町のほ

うから今度は推薦をして、今度は県の推薦会で審議をして、国の推薦会というところになりま

して、国のほうの厚生労働大臣のほうから委嘱を受けるような形となっております。 

  町のほうでは、推薦会はまとめて委員の方、新任の方、退任されて新しく委員になられた方、

あとは再任の方も推薦会で諮りますので、全員を民生委員さんたちの推薦会に諮りまして県の

ほうに提出して推薦するような形になっております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。９番安田委員。 

○安田知己委員 では２点質問します。この補足説明書のほうでちょっと聞きます。 

  45ページをお願いします。 

  ４の健康診断の診査のほうでちょっと聞きたいんですけれども、まず一つは、一番下のほう

に乳がん検診があります。これは40歳以上の偶数年齢の女性ということなんですけれども、私

は一般質問でこれを30歳からの超音波診断のほうに切り替えたらいいのではないかという質問

をしました。これは渡邉委員もその後に質問しているので、いろいろそのところのやり取りの

詳しい話はしませんけれども、答弁では、町単独では難しい話なので、塩釜医師会のほうでち

ょっと協議をしたいんだという話だったと思うんです。だけれども、その協議がコロナ禍でで

きていないと、そういった答弁だったんですよ。今、コロナ禍で、収まっていないんですけれ

ども、その後どうなっているのかという話をまず一つお聞きします。 

  もう一つは、その健康診断の内容なんですけれども、聴力、聞こえの問題なんですけれど

も、これちょっと第８期の介護保険事業のほうにも関わりがあるのかなと思うんですが、令

和元年12月に、私は聞こえの問題で補聴器の助成についてちょっと町として考えてくれない

かという話をしました。内容的には、介護マニュアルに、高齢者のひきこもりの原因として

聴力の低下というのがあるので、やっぱり補聴器の助成というのを町で考えるべきだという
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話をしたんです。 

  答弁としては、高齢者のひきこもりの対策として、介護予防マニュアルにも書いてあるの

で、やっぱりそれを参考にしながら、国の指針も踏まえながら、この第８期介護保険事業の

中にちょっと考えていけたらいいのかなみたいな話があったんですよ。今回、第８期の介護

事業を立てていますので、その辺の内容で何か盛り込んだことがあるのであればちょっと教

えていただきたいなと思うんですが、いかがでしょうか。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。守山班長。 

○保健福祉課健康づくり班長（守山明子君） 安田委員の１つ目の質問にお答えいたします。 

  乳がん検診の30代からの超音波検査についてなんですけれども、こちらにつきましては２市

３町衛生研究会の中でも共通の課題としまして医師会のほうに要望しているところであります。 

  ただ、先ほど議員のほうからもお話ありましたように、コロナ禍におきまして、ちょっとこ

ちらの検討が医師会でも進んでいない状況となっております。以上となります。 

○委員長（伊勢英昭君） もう１点について当局答弁。佐々木班長。 

○保健福祉課長寿介護班長（佐々木辰己君） それでは、２点目の聴力に関してお答え申し上げ

ます。 

  聴力に関しましては、まず第８期のほうで行う際にアンケート調査を行っております。その

中についても特に要望等はございませんでした。ということで、まずもって第８期の中では明

確な明記はしておりません。 

  ただし、聴力に関しましては、高齢になると耳が聞こえないといろいろと弊害等が出てくる

こともございますので、今後第８期の中で検討はしたいと思います。以上でございます。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。安田委員。 

○安田知己委員 説明のほう、大変よく分かりました。 

  まず、乳がん検診のほうなんですけれども、やっぱりコロナ禍で仕方ないのかなというとこ

ろはちょっと私も感じるんですけれども、やっぱり乳がんの治療というのは早期発見が一番大

切だと言われているものなので、やっぱりちょっとでも遅れると発見が遅れるということも考

えられるんです。今、オンラインとかいろいろな方法があると思うんですよ。ですので、これ

を先送りするんではなくて、先延ばししているつもりはないとは思うんですけれども、ぜひこ

れを早めに進めていってもらいたいと思うんですが、ぜひその辺の考えをお聞きします。 

  もう一つは、聞こえの問題です。アンケートでそういったことがなかったということだった

んですけれども、いろいろそのアンケートのやり方もあるのかなと思うんですけれども、やっ
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ぱりいろいろ一般質問でやったときに、聴力だけでなくて、人間というのは目が見えなくなっ

たり、あとは歯がなくなったりというようなこともあるので、聴力に特化して補聴器というの

は、特化したことは考えられないんだよという答弁をもらったんですけれども、いろいろ考え

ると、やっぱり目というのは眼鏡で矯正すると思うんですけれども、今は眼鏡というのは大分、

弐萬圓堂とか１万円以下で買えるような時代ですから、やっぱりそんなに負担はないと思うん

ですよ。歯の問題にしても、入れ歯を作るのも今はちょっとした負担で、例えば総入れ歯だと

5,000円から6,000円ぐらいでできるんですよ。補聴器は、５万円から15万円とかと、結構金額

が高いので、今いろんな自治体でこの補聴器の補助を実施するところが増えてきているんです

よ。やっぱり今後もこういった研究を続けていただきたいと思うんですが、それに対してちょ

っと考えを聞かせていただきたいと思います。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。伊藤課長。 

○保健福祉課長（伊藤文子君） お答えいたします。 

  まず１点目の乳がん検診に関しましては、確かにオンライン等の形式で会議等もできるとい

うことは分かっておりますが、先ほど班長が申し上げたように、なかなかコロナ禍と、あと今

は医師会のほうがワクチン接種業務のほうで大分追われている部分もあり、受診控えもあって、

健診率もなかなか上がらないところで、本町でも苦慮しているところではありますが、なるべ

く早いうちに乳がん検診を、ほかの健診等も含めまして会議を進めてまいれるように努力して

まいりたいと考えております。 

  それから２点目の補聴器の助成につきましても、先ほど班長からも答弁ありましたが、８期

の中でほかの先進自治体の中身を調査研究させていただきながら検討していきたいと考えてお

ります。 

○委員長（伊勢英昭君） 再々質問。安田委員。 

○安田知己委員 乳がん検診のほうは理解しました。また一般質問でもこれはやっていきたいと

思います。 

  聞こえの問題なんですけれども、検討するということだとは思うんですけれども、高齢者の

中では、自分が難聴というか、聞こえるのか聞こえないのかちょっと自分で判断できない人も

いるんです。理解していないというか。やっぱりこの健康診断の中に聴力検査、こういったも

のも入れていくと、自分がやっぱり聞こえないんだなとか、70デシベルでしたか、その範囲に

入っていないのか、出ているのかとかと分かると思いますので、ぜひ診断の中でこの検査も考

えていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 
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○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。伊藤課長。 

○保健福祉課長（伊藤文子君） お答えいたします。 

  健診の中に聴力検査をという御質問でございますが、現在のところ国の定めによる特定健診

や後期高齢の健診の中には、残念ながらまだ聴力検査のほうまで入っておりませんので、そこ

ら辺は国の動向を見ながら、町として独自でやっていけるかどうかも含めまして、検討してい

きたいと思います。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。３番鈴木委員。 

○鈴木晴子委員 それでは２点お伺いいたします。 

  補足説明資料の44ページをお願いします。 

  予防接種事業になりますが、その中の子宮頸がん予防のところでお伺いいたします。こちら

は、平成25年４月に定期接種が開始されましたが、すぐの９月に積極的接種勧奨の一時差し控

えがありました。昨年の12月に対象者へ情報に接する機会を確保して接種をするかどうか検討、

判断ができるように周知を行うようになりました。それに伴いまして、町の対応としては、対

象者の方に情報を提供したということまではお伺いいたしておりました。令和３年度といたし

ましてどの方々に、新中１だけなのか、また、全員にその情報を発信する案内をお送りするも

のなのか、その部分をお伺いいたします。 

  それから、同じく45ページの一番下の部分で、妊婦・産婦の健康診査のところでございます

けれども、令和３年度より新しい事業が２つ入りました。こちらの説明をお願いします。 

  あと、一番上の妊婦健診なんですけれども、双子ちゃん、三つ子ちゃんへの対応はどのよう

になっているのかお伺いいたします。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。守山班長。 

○保健福祉課健康づくり班長（守山明子君） 鈴木委員の１つ目の質問にお答えいたします。 

  子宮頸がんのワクチンの予防接種に関する周知についてでございますが、こちらにつきまし

ては、今年度は８月にホームページで周知しているほか、11月に対象の方全員に個別通知をし

ているところです。令和３年度につきましては、新しく対象になる小学６年生の方を対象に個

別通知で周知をする予定としております。 

  ２つ目の質問の、令和３年度から始まる産婦健診につきましては、こちらにつきましては、

産後鬱の予防ですとか、あとは新生児への虐待予防等を図るために、産後２週間、産後１か月

などの産後間もない時期の産婦さんを対象に、医療機関で接種券を発行しまして、１人当たり

２回健診を受けていただくような事業となっております。 
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  あと、多胎の方の妊婦健診につきましては、通常ですと14回の健診の受診券を発行しており

ますけれども、それにプラスで、多胎の方につきましては、１人のお子さん当たり４回の受診

券をプラスして受診をしていただいているところです。以上となります。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。鈴木委員。 

○鈴木晴子委員 子宮頸がんワクチンのほうでございますけれども、まず小学校６年生に案内を

令和３年度ではお送りするということでございましたが、昨年11月に案内を発送いたしまして、

その残りの今まで対象だった方について、やはり忘れてしまっているなというところとかもあ

るのではないかと思うんですが、その方々にぜひ何らかの対応をしていただきたいなと思いま

す。それで、令和２年度の予算では、多分これは５万円ということなので１人だったのかなと

思うんですが、令和３年度では33万6,000円ということで７人ぐらいを考えていらっしゃるのか

なと思うんですが、この７人と算出された根拠をお伺いいたします。 

  それから、妊婦健診の特に多胎のところなんですけれども、プラス４回分の健診券をお渡し

して無料で受けられるようになっておりますけれども、令和３年度の国のほうの予算で、多胎

のほうで町の２分の１の補助、２分の１なんですけれども１人につき5,000円ということで、や

っぱり大変なお母さんに対して補助をするような国の考えもあるところでございますので、そ

の辺の検討をなされているのか。今後、令和３年度の中で対応できるものなのか、お伺いいた

します。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。守山班長。 

○保健福祉課健康づくり班長（守山明子君） １つ目の再質問にお答えします。 

  子宮頸がんのワクチンの、令和２年度に周知した方への、忘れた方への周知の方法につきま

しては、ホームページですとか、あとは広報のほうでまた再度周知をしていきたいと思ってお

ります。 

  あと、多胎の方の産婦健診の回数等につきましては、お子さんの数は多くてもお母さん御自

身はお一人という形になりますので、通常の産後健診２回のほうで実施していけるものと考え

ております。 

○委員長（伊勢英昭君） 再々質問。鈴木委員。 

○鈴木晴子委員 ７人の根拠の数字をちょっともう一回聞きたいんですけれども。 

  あとは、今ホームページ、広報で子宮頸がんのほうを周知していくということで、ホームペ

ージのほうを私も見させていただいたんですけれども、もう少し内容的に工夫、本当に忙しい

中大変だと思うんですけれども、ほかの自治体でもう少し分かりやすく伝わる内容だなと感じ
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る部分がありましたので、なぜ町が、クーポンを送っていないけれども、案内をこのような形

でやっているとか、ちょっと経緯的なものとかも分かるような形で、ホームページでしか、広

報でしか案内しないとなっていたのであれば、もう少し充実した内容のページにしていただけ

ればと思います。利府町、子宮頸がんといっただけで、そのページにしっかりと飛んでいるの

で、分かる内容にしていただきたいなと思います。 

  それから、今の多胎児の件、十分間に合っていると聞こえたんですけれども、やはり国がし

っかりと２分の１を補助しますから市町村でやってくださいといっているものでありますので、

この部分は検討していただきたいと思います。お伺いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。伊藤課長。 

○保健福祉課長（伊藤文子君） お答えいたします。 

  まず、ホームページでの周知ですけれども、こちらのほうでも頑張って作ったつもりなんで

すけれども、ほかにもいい紹介をしている自治体があるということですので、そちらのほうも

参考にしながら、なるべく保護者の方に御理解いただいて接種できるような形のものを作って

いきたいと考えております。 

  あと、多胎児のほうの健診の関係ですけれども、先ほどお母さんの体は１つというお話もさ

せてはいただきましたけれども、どうしても、やっぱり多胎児ですと、母親や家族の方の負担

というのもかなり出てくるというところはありますので、今後、国の補助金の体制とかを十分

に検討いたしまして、町で実施できるかどうかを考えてまいりたいと思います。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。15番遠藤委員。 

○遠藤紀子委員 ３点お願いいたします。 

  説明書の①のほうですけれども、51ページ、高齢者福祉費の中の12節委託料133万3,000円と

出ております。これは独り暮らしの緊急通報と布団クリーニングサービス。これは長年やって

いるサービスといいますか、業務ですけれども、金額もほとんど例年変わらず来ておりますが、

この布団クリーニングのほうですけれども、まず登録方法はどのようにして登録するのかを１

点お願いいたします。 

  ２点目は、53ページの社会福祉費の中の12節委託料、これも委託料ですが、委託料はたくさ

んありますが、この一番最後に手話奉仕員養成事業業務委託料、これも保健福祉課でよろしい

んですか。これの内容を説明お願いいたします。これは、３年度で初めて始められる業務なの

かという点と、あとどのような養成内容なのかをお願いいたします。 

  ３点目は、67ページです。これは健康増進事業費の中の19節扶助費、医療用ウィッグの購入
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助成事業があります。これは前回、令和２年度予算ではたしか30万円、今回は20万円に減って

おります。この内容をお願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。太田主任主査。 

○保健福祉課長寿介護班主任主査（太田博昭君） それでは、１点目のクリーニングについてお

答え申し上げます。 

  クリーニングにつきましては、独り暮らしあるいは高齢者のみの世帯の方々を対象としてお

りまして、広報紙やホームページのほうでお知らせをするとともに、地域包括支援センター、

こちらのほうで職員が回りまして、対象となる方については御案内をしているというところで

ございます。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） ２点目。小畑班長。 

○保健福祉課福祉班長（小畑香代君） それでは、２点目の手話奉仕員の養成講座についてお答

えいたします。 

  こちらにつきましては、議員御指摘のとおり新規事業となっております。前回は平成26年度

は、新規なんですが、26年に県の委託事業というか事業として行われていたものでした。今回、

ずっと手話奉仕員の方は利府にもいらっしゃったんですが、フォロー事業としてずっとやって

きたところですが、新たに養成のほうを令和３年度に実施するということで予算を計上させて

いただきました。こちらは２年連続で受けていただくということが国のほうの教室の基準にな

っておりまして、１年目で入門課程ということで20回、２年目で基礎課程ということで22回で、

ちょっと結構厳しく、出席率も８割以上出ていないと奉仕員の資格がもらえないよというよう

な厳しいあれもあるんですが、定員は20名を予定しております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） ３点目。守山班長。 

○保健福祉課健康づくり班長（守山明子君） ３つ目の、医療用ウィッグの購入助成事業につい

てお答えいたします。 

  今年度は、予算のところ、15名の対象者を想定して30万円の予算を計上しておりましたが、

今年度は実際の実績が現在のところ５名の申請となっておりまして、実績に基づいて、令和３

年度は10名を見込んで20万円の計上となっております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。遠藤委員。 

○遠藤紀子委員 まず１点目からお願いいたします。 

  この布団クリーニングですけれども、決算書とかいろいろ見ましても、割合人数は増えてい

ないような状況だと思います。介護保険のほうでも説明ありましたけれども、介護のサービス
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を受ける人も増えている中で、この布団を洗っていただくというのは非常に、年に１回か２回

かという方だと思いますけれども、特に高齢者だけの世帯が増えてきております。これは地域

包括などの人たちのお勧めなどがあって登録するんだと思いますけれども、認知がまだまだな

されていないと思うんです。地域包括で回られる人数もある程度限られると思いますし、やっ

ていただいた方が非常に助かったというお話も聞いております。布団丸洗いのお店なんかもで

きましたけれども、やはり高齢者の、特に運転をしない女性がお相手の方の面倒を見るという

ケースも増えてきておりますので、ぜひもっと分かるように、こういったサービスがあります

というサービス、ぜひ認知のほう、ホームページは見ませんので、なるべく広げていただきた

いと思いますが、その点をお伺いします。 

  ２点目の手話奉仕員は非常に難しく、手話通訳ができるまでは２年では到底無理だろうと思

いますけれども、まず利府町にこの手話通訳がおできになる方はいらっしゃるというお話でし

たが、何名いらっしゃるのかお伺いいたします。 

  それと、ウィッグのほうですけれども、これもあることが分からないのではないかという懸

念があります。特に働く女性も増えました。そして、抗がん剤等々の治療を受ける方も増えて

きております。減らしてしまったんですけれども、このウィッグというものがあるというのは

非常に助かることですので、その辺の周知方法、これも工夫ができないのかをお伺いいたしま

す。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。佐々木班長。 

○保健福祉課長寿介護班長（佐々木辰己君） 再質問の１点目、布団クリーニングサービスのほ

うでございます。まずもって目的といたしましては、独り暮らしの高齢者に対し寝具の消毒を

実施するものでございます。議員御質問の認知、登録者数が変わりないかということでござい

ますが、いろいろと先ほど太田のほうでも申し上げたとおり包括支援センター等を主に介しま

して周知はしているところでございますけれども、まだ周知のほうが足りないのではないかと

いうことでございますので、今後も引き続きいろんな方法を模索しながら周知のほうを徹底し

てまいりたいと思います。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） ２点目。小畑班長。 

○保健福祉課福祉班長（小畑香代君） それではお答えいたします。 

  手話通訳者の人数ということですが、手話通訳者自体は県とかのほうで登録してあるので、

大変申し訳ございません、ちょっと人数が分からないんですが、奉仕員のほうにつきましては、

前回受講していただいた方８名の方が登録しておりますが、その後、以前の県の事業としてや
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っていた頃の登録者の方もいらっしゃいますので、正確にはちょっとあれなんですが、10名前

後の方がいらっしゃると把握しております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） ３点目。小原技術主幹。 

○保健福祉課健康づくり班技術主幹（小原晶子君） 医療用ウィッグの周知方法についてお答え

します。 

  ４月の広報紙、あとは６月、ちょうど申請が始まるその時期に町内会のほうを通じまして回

覧文書等で周知したいと考えております。また、医療用ウィッグにつきましては、町だけでは

なくて県のほうでも助成をしている市町村の情報提供もしております。また、ウィッグを販売

している業者様のほうでも、医療用ウィッグを助成している市町村の情報提供というのもして

おりますので、そちらのほうでも周知していただけるように今後も努めてまいりたいと思いま

す。 

○委員長（伊勢英昭君） 再々質問。遠藤委員。 

○遠藤紀子委員 この布団クリーニングのほうですけれども、今周知徹底をしていきたいという

お話でした。ぜひこれも町内会のほうで、回覧等々でこういったものがありますというのを行

政区長を通じてぜひ、行政区長の中には町内会便りを出しているところもございます。ただの

回覧ではなく、ぜひ、高齢者世帯は増えてきていることですので、こちらの周知徹底はお願い

したいと思います。 

  手話のほうですけれども、大変な事業だと思いますけれども、必要な事業であると思います。

ぜひこの辺もこれから２年間をかけてということで、多分本格的に通訳できるようになるには

難しい道のりがあると思いますし、絶えず勉強しなければならない部門だと思います。 

  ここで、教育委員会とも連携をして、学校の授業の中でも少しこの手話通訳というものを入

れていただくような、理解を深めるためにも提案したいと思いますが、その点をお願いいたし

ます。 

  ３点目のウィッグですけれども、本当に今までですと放射線治療をした方は毛糸の帽子をか

ぶったり、いろいろ帽子をかぶっていらっしゃいましたけれども、非常にいいウィッグも出て

まいりました。お値段的にも割合にリーズナブルにもなってきたかなと思います。ぜひ働く女

性を応援するためにも、さらなるこういったものがありますという周知徹底をお願いしたいと

思いますので、もう一度お願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。伊藤課長。 

○保健福祉課長（伊藤文子君） お答えいたします。 
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  まず１点目の、布団クリーニングサービスと３点目のウィッグの周知方法でございますが、

先ほども答弁しましたけれども、やはり住民の方に広く周知するためには、全戸チラシ、あと

回覧等での周知というのは大分重要になるかと思いますので、今後そちらのほうを検討しなが

ら周知させていただきたいと考えております。 

  それから、手話通訳関係のことに関しまして、教育委員会のほうと共同で学校関係にという

御提案をいただきましたので、授業の関係でどのくらい手話について学びの場をいただけるか

どうか分かりませんので、今後、教育委員会と検討させていただきたいと考えております。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。12番高久委員。 

○高久時男委員 では、１点だけお願いします。 

  67ページ、４款１項の４目と５目なんですけれども、５目は新しくできた科目だと思うんで

すが、この科目を分けた理由というかその辺をちょっとお尋ねしたいと思います。母子衛生費

と母子健康費の違いです。何かちょっと、いろいろ委託料で見て、どういう分け方をしたのか

なとかと考えたんですけれども、何か委託の内容も、母親と子供で分けているのかなと思った

んだけれども、何か両方重なっているし、その辺をちょっと、どういう規定だったのか、その

辺だけお願いします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。守山班長。 

○保健福祉課健康づくり班長（守山明子君） 高久委員の質問にお答えいたします。 

  母子衛生費と母子健康費を２つに分けた理由なんですけれども、機構改革によりまして、４

月から子ども家庭センターが設置されるようになります。これまで健康づくり班の中で、子供

の乳幼児健診ですとか、あと包括支援センターの業務を一緒に行ってきたところではあるんで

すけれども、４月以降は新たに母子保健係ができますので、主にこちらの４目の母子衛生費の

ほうにつきましては乳幼児健診、またお子様の発達支援に関わる業務ということで、母子保健

係で主に担当する業務のほうの予算となっております。母子健康費のほうにつきましては、子

ども家庭センターのほうで実施する、主に包括支援センターのほうの業務内容に係る経費とな

っております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） よろしいですか。（「はい」の声あり）ほかに質疑。13番及川委員。 

○及川智善委員 ２点お尋ねいたします。 

  64ページ、①の予防費です。ここで１節の報酬というところで、予防費の接種の事故対策委

員会の委員２名分ということで、金額は少ないんですけれども、１万4,000円です。これは予防

接種、今までももちろん予防接種、先ほども質問ありましたけれども、いっぱいありましたが、
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これはコロナに特化したものなのか、今まであったのかとか。それから、１万4,000円というの

はかなり、２名分だと思うんですけれども、２名分の7,000円ずつです。１回で終わりなのか、

少ないなという感じはします。その辺の内容についてお伺いいたします。 

  ２点目、34ページ、②です。一般介護予防事業のほうの12節委託料。これについて、項目で

言うと一番上です。男性のための健康教室業務委託料を委託していますけれども、これの内容

についてお伺いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。守山班長。 

○保健福祉課健康づくり班長（守山明子君） 及川委員の１つ目の御質問にお答えいたします。 

  予防接種事故対策委員会の設置についてなんですけれども、こちらにつきましてはコロナと

は関係なく、これまでも通常の定期予防接種等の予防接種につきまして、その年の予防接種計

画についてですとか、あとは予防接種の事故等につきまして、関係機関のお医者さんを含めた

委員の方々に集まっていただきまして検討する委員会となっております。経費につきましては、

医師２名分、6,600円の２名の方分の報酬となっております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） ２点目。太田主任主査。 

○保健福祉課長寿介護班主任主査（太田博昭君） それでは、第２点目の男性のための健康教室

の内容につきまして御説明させていただきます。 

  運動や栄養、口の中の衛生、こちらの部分、あとは認知症の予防など、トータル的な介護予

防につきまして、男性の方に学んでいただくというところで、対象者を10名ぐらいで、回数は

５回くらいを考えています。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。及川委員。 

○及川智善委員 予防接種の対策委員会の委員はこれまでもあったということで、それは理解で

きるんですけれども、今回、コロナの予防接種をします。そのために２名の専門の方はお医者

さん、その他ということなんですが、やっぱり予防接種に詳しい専門の先生というか関係者と

いうか専門医の方を対策委員に入れたらいいのではないのかなと思います。その辺について、

もう一度お願いいたします。 

  それから、男性のための健康教室の業務委託の件なんですけれども、即座に答えてくれたよ

うに、今までも運動とか栄養とか食生活とか社会参画とか、今までも実績があって、それなり

に効果も検証できているということだと思うんですけれども、改めて業務委託する、今までの

積み上げの分があるはずなんですが、検証もできていると思うんですけれども、改めてこの健

康教室の業務を委託するというその理由について、再度お尋ねいたします。 
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○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。守山班長。 

○保健福祉課健康づくり班長（守山明子君） 及川委員の再質問にお答えいたします。 

  予防接種事故対策委員会のメンバーにつきましては、塩釜保健所の職員の方にも入っていた

だいておりまして、専門的なところから御意見をいただいているところです。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 佐々木班長。 

○保健福祉課長寿介護班長（佐々木辰己君） それでは、再質問の男性のための健康教室でござ

います。 

  こちらのほうは、今年度も行っている事業でございます。委託に関しましては、ほかの業務

等もこちらのほうに記載しておりますリフレッシュウオーキング教室、能力アップ等、こちら

のほうも全部委託をして専門分野の方に御指導してもらっている状況でございます。以上でご

ざいます。 

○委員長（伊勢英昭君） 再々質問。及川委員。 

○及川智善委員 予防接種のほうなんですけれども、今年から特別ということで、この間、コロ

ナの接種の説明が課長から全員協議会でありましたとおり、特に重要な全国民の関心事という

か、全国民的行事というと変な言い方ですけれども、そういうことですから、予防接種のこの

対策委員会がせっかくあるので、初めてのコロナの予防接種について、やはり１人増やしても

十分予算的に、7,000円、１万4,000円の話ですし、日数的にも増やしてもいいのかなという感

じはいたします。なぜかと申しますと、さっき言ったとおり予防接種は全国民的事項で、町民

の関心も非常に強いと。やっぱり事故が起きてどのようなことになるのかなという不安も皆さ

ん、大方の方が持っていらっしゃるということで、専門的な見地からそういう方々の加入も含

めて検討していただければと思って質問いたしました。その辺について、課長からお答えをい

ただきたいと思います。 

○委員長（伊勢英昭君） 伊藤課長。 

○保健福祉課長（伊藤文子君） お答えいたします。 

  今、日本のみならず世界的にも関心のあるコロナワクチン接種でございます。この事故対策

委員会の中には、先ほど班長も申し上げたように、専門的な分野から保健所の職員の方にも出

ていただいているところではございますが、そのほかに医師の方の中で塩釜医師会の理事をさ

れていて町内にいらっしゃる先生で、塩釜医師会の予防接種のほうの担当をされている先生も

今のところ委員として入られておりまして、この予防接種事故対策委員会のみならず、今まさ

しくコロナワクチン接種について定期的にその先生のところに伺いまして、打合せ等、助言等
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もいただいているところでございます。ただ、利府町だけでなくて、今やっぱり塩釜医師会と

いうところで、今から行われるワクチン接種についても２市３町で検討をしなければいけませ

んので、医師会のほうとも今定期的に集まって、ワクチン接種に向かってなるべく迅速で安心

な接種に向けられるように会議等を進めているところでございますので、御理解いただきたい

と思います。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。２番渡邉委員。 

○渡邉博恵委員 補足説明資料の45ページをお願いいたします。４、健康診査事業の私は骨密度

をちょっと質問させていただきます。 

  去年、この場で骨密度の年代別の資料はありますかということで、課のほうからいただいて

おりました。私も去年65歳というか、受けさせていただきましたが、骨密度が去年いただいた

資料によりますと40代から減っている人がいまして、本当に60を過ぎるとすごく、私もこの２

年間でこんなに骨密度が減ったのかということで、大変びっくりいたしました。私の周りにも

いっぱいいつの間にか骨折がいるので、この５年ごとの検診、そのほかに受けたい人はお金を

出して受けるということなんですが、転んで骨密度が低いとすごく、骨折して入院してといっ

て認知症に行ってしまうので、こちらのほうの、例えば骨密度がとても低い方、60代で低かっ

たという方のその後のフォローとか、月に一度の健康相談に来ていただくというような啓蒙活

動とか、そちらのほうはどのようになっているかお伺いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。小原技術主幹。 

○保健福祉課健康づくり班技術主幹（小原晶子君） お答えいたします。 

  骨密度検診につきましては、国の健康増進事業の指針に基づきまして、40から70歳の５歳刻

みの女性の方に今のところ検診を実施しております。先ほど議員のお話のとおり、料金はかか

るんですが、自分で検診を受けたいという方も自己負担で検診を受けることができるようにな

っています。また、当日だったんですが、検診を受けていただくと、その場ですぐに結果とい

うのが出ます。その結果に基づきまして管理栄養士のほうから食事の指導、または医療機関の

受診が必要な方については塩釜管内の医療機関の中で二次検診受けられる病院の周知等も行っ

ております。 

  また、何か健康について御相談したいということがありましたら、月に１回、健康相談等も

行っておりますので、そちらの利用も勧めております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。渡邉委員。 

○渡邉博恵委員 私ももう３回ほど相談に行っていますが、その相談を受けられるということが
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知られていないというか、表を見ると私でさえも、先月に、あまりにも小さく書いてあって、

どこが自分が相談に行ける日か、ちょっと分かりかねて電話してしまったんです。 

  そういうわけで、もう少し皆さんに、本当に管理栄養士さんにきちんと相談していただける

と予防できるとか、改善できるとか、いろいろあると思うので、そちらのほうを年齢の高い方

はホームページとか見ないので、そのようにやっていますよという啓蒙活動とともに、それか

ら、お金を出して受けるという方はどのくらいいらっしゃるのか、お伺いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。小原技術主幹。 

○保健福祉課健康づくり班技術主幹（小原晶子君） お答えします。 

  周知方法については、今広報紙のほうで毎月載っているんですが、分かりやすい周知をして

いきたいと思います。 

  自己負担で検診を受けている方については、すみません、今手元に資料がありませんので、

改めて御報告させていただければと思います。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 質疑がないようですので、これで保健福祉課の予算審査を終わります。 

  当局は退室願います。 

  ここで、暫時休憩します。再開は10時40分といたします。 

     午前１０時３１分  休 憩 

                                            

     午前１０時３９分  再 開 

○委員長（伊勢英昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  審査日程表により子ども支援課の予算審査を始めます。 

  所管事項の内容を説明願います。子ども支援課長。 

○子ども支援課長（鈴木義光君） お疲れさまでございます。 

  それでは、子ども支援課の令和３年度当初予算について、各種会計予算説明書①により説明

いたします。 

  初めに、歳入から説明いたします。 

  ７ページをお開きください。 

  15款１項２目民生費負担金２節児童福祉費負担金9,055万2,000円につきましては、町内認可

保育所８施設の保育所保育料負担金と菅谷台保育所の延長保育料負担金を計上しており、前年
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度とほぼ同額を計上しております。 

  ３節児童福祉費負担金滞納繰越分につきましては、保育所保育料負担金の滞納繰越納入見込

額13万4,000円を計上しております。 

  ８ページをお開きください。 

  16款１項２目民生使用料２節児童クラブ使用料につきましては、町内児童クラブ７か所の使

用料として1,989万2,000円を計上しております。前年度に比べて165万3,000円、7.7％の減で、

利用を希望する児童の減少に伴い使用料が減額となっております。 

  11ページをお開きください。 

  17款１項１目民生費国庫負担金３節児童福祉費負担金のうち、施設型給付費負担金、地域型

保育給付費負担金及び幼児教育無償化事業交付金を合わせた６億5,540万4,000円と、14ページ

を御覧ください、18款１項２目民生費県負担金３節児童福祉費負担金のうち、施設型給付費負

担金、地域型保育給付費負担金及び幼児教育無償化事業交付金を合わせた３億2,188万5,000円

につきましては、町内の特定教育・保育施設等18施設と広域利用施設６施設の運営費、子ども

子育て支援新制度に未移行の幼稚園と認可外保育園の保育料及び幼稚園の預かり保育料に対す

る国と県からの負担金を計上しております。 

  12ページにお戻りください。 

  17款２項２目民生費国庫補助金２節児童福祉費補助金のうち、子ども支援課関係につきまし

ては、説明項目４段目の地域子育て支援拠点事業から実費徴収に係る補足給付事業までの７事

業と、児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業費補助を合わせた８事業で6,566万8,000円を計上し

ております。地域子育て支援拠点事業につきましては、町内５か所に設置している子育て広場

の運営に対する国庫補助金として1,622万4,000円を計上しております。放課後児童健全育成事

業につきましては、町内小学校区に開設している児童クラブ７か所の運営に対する国庫補助金

として3,942万7,000円を計上しております。前年度に比べて95万2,000円、2.4％の減となって

おり、減額の主な内容につきましては、児童クラブの利用を希望する児童の減少分によるもの

です。児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業費補助につきましては、令和３年４月から子ども家

庭総合支援拠点を設置することにより新たに補助対象となったもので、213万円を計上しており

ます。 

  15ページをお開きください。 

  18款２項１目総務費県補助金１節市町村振興総合補助金のうち子ども支援課関係につきまし

ては、低年齢児保育施設助成事業補助でございますが、町内の認可外保育施設の運営に対する
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県補助金12万2,000円を計上しております。 

  ２目民生費県補助金３節児童福祉費補助金のうち子ども支援課関係につきましては、説明項

目２段目の子ども・子育て支援交付金の中の地域子育て支援拠点事業及び一時預かり事業に加

えて、16ページをお開きください、延長保育事業から、下の実費徴収に係る補足給付事業まで

の５事業、少子化対策支援市町村交付金の中の子育て支援情報発信事業と、子ども・子育て支

援事業事務費補助を合わせた計９事業分の県補助金として6,495万7,000円を計上しておりま

す。 

  続きまして、歳出について説明いたします。 

  56ページをお開きください。 

  ３款２項１目児童福祉総務費につきましては、本年度6,971万4,000円を計上し、前年度に比

べて2,053万5,000円、41.8％の増となっております。増額の主な内容につきましては、組織改

正に伴う職員３名の増によるものです。 

  58ページをお開きください。 

  ５目保育所費につきましては、本年度16億1,950万6,000円を計上し、前年度に比べて9,217

万6,000円、６％の増となっております。特定教育施設町立菅谷台保育所の運営に要する経費及

び民間の認可保育所、認定こども園、小規模保育施設などの保育運営に要する経費となってお

りますが、増額の主な内容につきましては、国で定める公定価格に係る各施設の加算などの変

更に伴う運営費負担金の増によるものです。 

  別添の当初予算関係補足説明資料を御覧ください。38ページをお開きください。 

  ２の教育・保育施設等第３子以降給食費助成事業につきましては、幼稚園や保育園に在籍し

ている第３子以降の児童の給食費を助成する事業で、対象児童185人を見込み1,002万6,000円を

計上しております 

  次に、各保育施設の定員数につきましては、同じページの下段に記載しておりますとおり、

２号及び３号については、前年度と同様の定員数となっております。１号の定員数につきまし

ては、39ページに記載しておりますが、認定こども園葉山保育園の新３歳児枠を拡充したため、

前年度と比較して５人の増となっております。依然として保育所への入所を希望する家庭が増

加していることから、各保育所と連携を図り、保育室の受入れ面積や保育士の配置を十分に確

認した上で、国が認めている弾力運用を実施しながら、待機児童の解消に努めてまいりたいと

考えております。 

  予算説明書①にお戻りいただいて、59ページ、60ページをお開きください。 
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  18節負担金、補助及び交付金14億4,745万4,000円のうち、負担金につきましては特定教育施

設３施設、広域利用施設６施設、特定保育施設である私立保育園７施設と認定こども園１施設

の計８施設と、地域型保育施設である小規模保育施設５施設と事業所内保育施設１施設の計23

施設の運営に対する負担金として13億2,615万4,000円を計上しております。 

  同じく60ページを御覧ください。 

  補助金につきましては、各保育施設で実施しております延長保育促進事業や一時預かり事業

など各種事業に対する補助金として3,172万7,000円を計上しております。 

  60ページから61ページを御覧ください。 

  ６目子ども家庭センター費につきましては、子育て支援センター費から目名を変更しており、

関係する業務につきましては、令和３年度から健康推進課所管となります。子ども家庭センタ

ーの職員人件費のほか、児童虐待対応関係経費及び子育て広場関係経費として6,362万5,000円

を計上しております。主な内容につきましては、12節委託料において利府町子育て支援事業運

営業務として子育て広場「十符っ子」の運営業務及びファミリーサポートセンター事業の２事

業を引き続き外部委託とし、効率的な運営を行うとともに、利用者や地域、関係各団体などと

の信頼関係の強化を図りながら、子育て家庭の不安の解消や、安心して子育てできる環境づく

りを進めてまいります。また、18節負担金、補助金及び交付金につきましては、地域子育て支

援拠点事業として青山すぎのこ保育園並びにアスク利府保育園内に設置している子育て広場２

か所への補助金として1,540万8,000円を計上しております。 

  ７目児童対策費につきましては、本年度580万3,000円を計上しており、前年度から3,784万

9,000円、86.7％の減となっております。減額の主な理由につきましては、組織改正に伴い職員

人件費を１目児童福祉総務費へ移動したことと、児童虐待対応関係経費を６目子ども家庭セン

ター費へ移動したことによるものです。 

  62ページを御覧ください。 

  ８目児童福祉施設費につきましては、本年度２億377万1,000円を計上しており、前年度に比

べて1,781万円、9.6％の増となっております。増額の主な内容につきましては、12節委託料に

仮称中央児童センター改修工事実施設計業務委託料を計上したほか、児童クラブにおいて、配

慮が必要な児童に対応する加配支援員の増に伴う特別支援業務委託料を増額計上したことなど

によるものです。 

  また、13節使用料及び賃借料につきましては、令和３年度各種会計予算書、薄い冊子の予算

書になります、７ページの第２表債務負担行為に記載のある児童クラブ除細動器賃貸借事業に
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伴うもので、各児童クラブに１台ずつＡＥＤを配置するものであります。 

  以上が子ども支援課関係の令和３年度当初予算の概要となっております。御審議のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

○委員長（伊勢英昭君） 内容の説明が終わりましたので、直ちに質疑を行います。 

  質疑の発言を許します。質疑ありませんか。１番今野委員。 

○今野隆之委員 ３点お伺いします。 

  12ページ、２目民生費国庫補助金２節児童福祉費補助金の中で、児童虐待・ＤＶ対策等総合

支援事業費補助とありますけれども、具体的にどのような事業なのか教えてください。 

  それと、62ページ、18節負担金補助金及び交付金ということで、次のページになります。63

ページ、放課後児童支援員キャリアアップ処遇改善事業とありますけれども、これも具体的に

どのような事業なのか教えてください。 

  ３点目です。補足説明資料の40ページ、８の病児保育事業についてですが、これは私が以前

に一般質問でもやったんですけれども、病児保育の町内施設分、町外施設分とありますけれど

も、これはどこになっているのか。町内施設分は多分仙塩病院だと思うんですけれども、町外

施設についてはどこを指定しているのか教えてください。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 以上３点、当局答弁願います。和田班長。 

○子ども支援課子ども未来班長（和田あずみ君） では、今野委員の御質問にお答えいたします。 

  まず１点目、国庫補助のほうの児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業費補助につきましては、

このたび４月から子ども家庭センターが設置されますけれども、そちらの業務の中で、保健福

祉課のほうでの答弁がありましたが、子育て世代包括支援センター、こちらの業務と、もう一

つ主となる業務が子ども家庭センターにはございまして、そちらが子ども家庭総合支援拠点と

いうものでございます。これにつきましては、児童虐待なども担当するような部署になるんで

すけれども、そちらに関しまして、その運営の費用に関しての国庫補助ということになります。

これまでは拠点として設置をしてございませんでしたので、そちらの補助というのは受けてご

ざいませんでしたが、令和３年度からは対象事業ができましたので、こちらの補助を計上して

ございます。 

  ２点目の、放課後児童支援員キャリアアップ処遇改善事業でございますけれども、これにつ

きましては、放課後児童クラブの支援員の賃金改善に必要な経費の補助を行うものでございま

す。それによりまして、経験などに応じた支援員の処遇の改善を促進しまして、人材の確保に

資するほか、もって児童の安全安心な居場所を確保するということと、あとは次世代を担う児
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童の健全な育成に資するということを目的としております。なので、児童クラブを運営してい

る事業者宛の補助事業ということになります。 

  ３点目、幼児保育事業でございますけれども、そちらの実施施設につきましては、委員おっ

しゃったとおり、町内につきましては仙塩利府病院の病後児保育室でございます。町外は２施

設になりまして、仙台市内の宮城県済生会こどもクリニック、それからもう一つが泉区にござ

いますこん小児科クリニックの２か所になります。実は、これまで町外ですと３か所にお願い

していたところなんですけれども、そのうちの１か所が、実は平成27年度から利用が全くござ

いませんでした。そういったこともございまして、実施施設のほうから、契約などは結んでは

おったんですけれども、実際の利用がない状態なのでということで、次年度はそちらの契約は

更新しないという運びになっております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。今野委員。 

○今野隆之委員 ありがとうございます。 

  まず第１点目の補助ということでお話をいただいたんですが、具体的にどのような事業なの

かということを知りたかったんです。そこら辺をお願いします。 

  それと、病児保育事業について、町外施設、これは仙台市と泉区にあるということですけれ

ども、泉区だと大分遠いと思うんですが、利用状況を教えてください。それと、病後児保育で

はなくて病児保育の検討はされているのかどうか。そこら辺もお願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。和田班長。 

○子ども支援課子ども未来班長（和田あずみ君） お答えいたします。 

  まず最初の子ども家庭総合支援拠点の事業の内容でございますけれども、こちらは、対象が

原則として18歳までの全ての子供とその家庭及び妊産婦の方を対象といたしまして切れ目なく

支援するものということで、具体的には相談事業ですとか、あるいは相談事業から分かり得る

必要な支援につきまして、関係各機関と結びつけるという役割を担うことになってございます。 

  ２点目の、病後児保育につきまして利用の状況なんですけれども、町外の施設、実は意外と

利用がございまして、今年度ですとやはりちょっと状況が違うので、例年と比較ができない状

態なんですけれども、件数でいくと、町外に関しては８件の利用が今年度はございます。ただ、

合計で14件しか今年度は利用がございませんので、そのうちの８件なので半分以上ということ

になります。こちらは恐らく勤務先の近くだとか通勤経路で利便性がいいというところの御利

用なのではないかと考えております。実際に利用登録という点では町内の施設ももちろんそれ

以上にあるんですけれども、利用の実績といたしましては、町外の２施設を合わせたほうが今
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年度は多めということになってございます。 

  それから、病後児保育ではなくて病児保育の検討ということですが、仙台市内の２施設に関

しましては、病児保育を受け入れていただいている状態です。ただ、町内でぜひ病児保育を進

めたいという思いはこれまでもございまして、開設当時から病児保育を受け入れていただける

ようにという協議は進めております。ただ、やはり必要なお医者様の体制だとかそういったと

ころで、なかなか事業者さんのほうでも難しいところはおありのようなんですが、ただ、協力

の御指定はいただいておりますので、今後も引き続き病児保育を推進していけるように協議を

続けてまいりたいと考えております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再々質問。今野委員。 

○今野隆之委員 病後児保育事業について、町外施設が件数があるということだったんですが、

富谷市にも病後児保育をやっているところがたしかあったと思います。そこに委託というのは

考えていないんでしょうか、富谷市です。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。鈴木課長。 

○子ども支援課長（鈴木義光君） 再々質問にお答えいたします。 

  議員おっしゃるとおり富谷市において実施している医療機関の把握はしているところでござ

います。けれども、まず町内において病児保育というところで協議を進めさせていただいてお

りまして、そちらのほうを今後も継続して協議をしてまいりたいと考えているところでござい

ます。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。３番鈴木委員。 

○鈴木晴子委員 ２点お伺いいたします。 

  ①のほうの60ページです。３款２項６目の子ども家庭センター費。補足説明資料のほうも同

じく見ていただきたいんですけれども、40ページの児童虐待防止ネットワーク事業。今、今野

委員のお話の中でも、子ども家庭総合支援拠点のお話がありました。４月１日から開所する運

びとなっておりまして、町として児童虐待防止に対して本当に、今まで10万円という予算だっ

たのが400万円となるということで、大分力を入れて今後進めていくという部分を高く高く評価

したいと思います。 

  その中で、配置人員について前回の議会でも遠藤委員に質問していただいたところで、専門

職を配置していきたいというお話でありました。一応、実施要綱の中では小規模Ａ型というこ

とで２名の配置になっているかと思いますけれども、その２名はどのような方が配置されるも

のなのかお伺いいたします。 
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  ２点目、62ページをお願いします。児童福祉施設費の12節委託料、仮称中央児童センター改

修工事の実施設計業務なんですけれども、こちらはどのような内容で進めていくのかお伺いい

たします。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。和田班長。 

○子ども支援課子ども未来班長（和田あずみ君） それでは、鈴木委員の御質問にお答えいたし

ます。 

  まず初めの１点目、子ども家庭センターの職員の配置に関してですけれども、こちらは委員

御指摘のとおり、利府町の場合は小規模のＡということで、２名が最低の基準ということにな

っておりますので、もちろんその基準を満たすような形で、そしてなおそちらはやはり専門性

のある職員の配置ということになりますので、そちらまず職種というところではまだ未確定で

はございますけれども、専門職の配置ということで進めております。 

  あとは、予算の件で、予算額が前年度と比較してかなり増額ということでございます。もち

ろんこれまでも職員の人件費をそこに含めてはおりませんでしたので、きちんとした配置をし

て対応はしてきたところではございますが、３年度からは総合拠点を置くということで会計年

度任用職員の配置も考えてございます。そちらにつきましては、今求人も出してございますけ

れども、保健師と、それから社会福祉士を考えてございます。できればいろいろな経験をお持

ちの方に、職員も専門職とはいえ、そして経験を積んでいるとはいえ、まだまだ勉強するとこ

ろもございますので、できればそういったところの御助言をいただけるような方においでいた

だけるといいのかなという考えはございます。ただ、こればかりは、探してはおりますけれど

も、こうなればいいなというところで、しっかりと予算措置だけはして進めてまいりたいと考

えてございます。 

  それから２点目、仮称中央児童センターの改修につきましてですが、こちら児童センター、

本町では、子ども・子育て支援事業計画におきまして、中学校区ごとの地区児童館の設置と児

童福祉の拠点としての児童センターの設置を目指してございます。仮称中央児童センターとい

うのは、町内の児童福祉の拠点と位置づけまして、地区児童館である西部児童館、それから東

部児童館、それと同様の機能のほかに、中高生世代の居場所ですとか活動場所としての機能、

また、子育てに関するボランティアの育成機能など、地域と一体となった児童の健全育成の拠

点となる施設を目指して施設としての設置を目指すものでございます。 

  どのように改修のほうを行っていくのかという点につきましては、公民館の建物は平成２年

度に建築されたものですので、やはり老朽化が進んでおります。今後使用を続けていくために
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必要な工事というのをまずは実施いたします。それから、児童福祉施設として設備運営基準が

ございますので、それに基づいて必要とされます集会室ですとか遊戯室などの各お部屋のほか

に、子育て広場に必要なスペースを確保する必要もございます。ですので、それらに対応する

内容ということで改修を考えていきたいと思います。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。鈴木委員。 

○鈴木晴子委員 子ども家庭総合支援拠点、２名以上の人員を配置するということで、その方の

人員なんですけれども、子供家庭支援員の２名以上というか、その部分の人数でよかったです

よね。この子供家庭支援員を今、会計年度任用職員で採用するというお話をいただいたかと思

うんですけれども、会計年度任用職員の採用のほうの２月の利府広報に載っていたところを見

ましたら、来年の３月31日までの任用という形になっておりました。 

  この子ども家庭総合支援拠点、先ほど答弁いただいたように経験豊かな方に来ていただきた

いというお話であったんですけれども、やはりすごく大事な部分を担当していただくという認

識が多分おありなんだなと思っています。この実施要綱の中にも、書類は鍵をかけて保管する

ようにとなっておりまして、やはり情報のほうが大事だなと思っているんですけれども、その

大事な部分を会計年度任用職員の方に１年間というくくりでお願いするという形になってくる

のかなと思うんですけれども、その辺どのように検討なされているのか、ちょっと心配してお

りますので、お伺いいたします。 

  それから、中央児童館のほうでございますけれども、しっかりと基準に基づいて行っていく

というお話だったと思いますけれども、中高生、またボランティアの養成とかという部分も考

えているということで、やはり利用者の方の御意見をいただくことが大事ではないかなと思っ

ております。中学校区ということでは、利府中学校の皆さんにも希望を持った内容で何か御意

見をいただけるような場があるといいのかなというふうにも思いますし、また、これからボラ

ンティアをしたいと思っている方もいらっしゃるかと思うんです。そのような方々から御意見

をいただくような場をつくっていただきたいなと思いますが、その辺お伺いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。和田班長。 

○子ども支援課子ども未来班長（和田あずみ君） お答えいたします。 

  まず１点目の総合拠点の職員の配置につきましては、必要最低限としてその支援員２名とい

うことにはなってございますけれども、実際の業務を考えますと、児童虐待の対応、それのみ

ではございませんので、２名でやれるものではございません。もちろんそこは職員が責任を持

って携わり、それを補完していただくような意味合いで会計年度任用職員という考えがござい
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ます。もちろん会計年度任用職員だからといって責任がないわけではございませんし、守秘義

務等厳しいものが課せられますので、そのあたりは御応募いただいた方にきっちりとお示しし

ながら進めてまいりたいと考えております。 

  ２点目の児童センターの件なんですけれども、こちら利用者の方への御意見の伺い方なんで

すが、現時点では、利用対象の児童、中高生ですとか小学生ですとか、考えられるところでア

ンケートやインタビューを行うということも考えてございます。そして、児童センターでどの

ようなことをしたいのか、そしてどのような施設になってほしいかというのを、小中学生もそ

うなんですけれども、子育て中の保護者の方ですとか地域の方々の御意見を伺いながら運営に

反映していきたいと考えております。 

○委員長（伊勢英昭君） 関連。13番及川委員。 

○及川智善委員 今の中央児童センターの改修工事の項目の件なんですけれども、最終的に中央

児童ができるので、これで中学校区ごとの完成を得るのかなということで、大変喜ばしいこと

だと思います。 

  それで、今の内容はお聞きしましたけれども、そういうことで中高生やボランティア育成と

いうことでいろんな付加があるということで、大変充実したものになるのかなと期待している

ところです。 

  それで、この予算について設計業務の委託ということで今年度予算に上げていますけれども、

これについては、対象の場所というのは十符の里プラザだと思うんですけれども、あの敷地の

範囲内なのか、それとももっとプラスどこか、あそこの旧役場の地域を使うのかとか、その辺

の地域、場所を教えてください。 

  それから、今年度予算に上げている業務委託の委任期間がどれくらいなのか。 

  さらに、本工事。要するに建てる見通し。児童館をその場所に建てるとすればいつ工事をし

て、予定として今年の予算に上がっていないので来年度以降になると思うんですが、業務委託

している限り目標があると思うんですけれども、それが分かったら教えてください。開館の目

標とです。よろしくお願いします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。和田班長。 

○子ども支援課子ども未来班長（和田あずみ君） では、及川委員にお答えいたします。 

  まず、委託の期間ですけれども、令和３年度中ということで考えてございます。そして、場

所なんですけれども、あくまでも公民館の敷地ということになりますので、旧生涯学習センタ

ーは含みません。公民館の建物を改修いたしまして、児童センターとして使っていくというこ



令和３年３月予算審査特別委員会会議録（３月８日月曜日分） 

32 

とを考えてございます。 

  今後のスケジュールなんですけれども、現在のところは、令和３年度に実施設計を行いまし

て令和４年度に改修工事、そして目標といたしましては令和５年度に開館というのを目指して

ございます。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。15番遠藤委員。 

○遠藤紀子委員 ２点お願いいたします。 

  ①の62ページ、児童福祉費の中ですけれども、この増額の要因が中央児童センターと、それ

から児童クラブで支援が必要な児童のための加配職員の人件費というお話がありました。この

支援が必要な児童の人数を教えてください。 

  ２点目は、こちらの説明資料のほうですけれども、39ページ、広域利用施設の一覧が出てお

りまして、この施設名の最後に八戸市という非常に珍しいといいますか、２人で471万円計上さ

れておりますけれども、近隣ですと勤め先がそこだからというような理由が分かりますけれど

も、八戸市での２人への経費となりますので、この説明をお願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。和田班長。 

○子ども支援課子ども未来班長（和田あずみ君） それでは、１点目の御質問にお答えいたしま

す。 

  児童クラブにおきまして支援が必要な児童の数でございますが、令和３年度当初は11人を予

定してございます。そちらに対する加配の予定が支援員８人。こちらは町内７か所の児童クラ

ブにそれぞればらけてございますので、仮に１人でも１人の配置でございますし、２人でも１

人の加配ということがございますので、11人に対して８人という予定でございます。 

○委員長（伊勢英昭君） もう１点。青栁班長。 

○子ども支援課子ども支援班長（青栁久美子君） ２つ目の御質問にお答えいたします。 

  みどりのかぜエデュカーレに通っているお二人なんですけれども、お父様のお仕事の都合で

転勤で八戸のほうに御家族で行ってらっしゃるんですけれども、持家が利府町にあるため、住

所を利府に置いたままにされている方です。２人、御兄弟なんですけれども、このみどりのか

ぜエデュカーレというのがこども園ですので、幼稚園よりも公定価格とかが高いということで

金額も上がっております。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。遠藤委員。 

○遠藤紀子委員 児童クラブで支援の必要な児童が11人ということでした。支援の児童も大変個

人個人で、程度といいますか大変さというのもいろいろだと思いますし、８人の職員で対応す
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るというお話でした。この職員はよく土曜日の居場所づくりなんかで支援の必要なお子さんも

いらしたんですけれども、その場合、社会福祉協議会からヘルパーさんがついていってくださ

いました。そういったことは考えてはいらっしゃらないのでしょうか。 

  それと八戸市、おうちがあるからこういうことになるんだというのを初めてお聞きしました

ので参考になりました。 

  １点目だけお答えをお願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。和田班長。 

○子ども支援課子ども未来班長（和田あずみ君） では、１点目の御質問にお答えいたします。 

  ヘルパーさんの同行を伴う児童クラブの利用ということかと思います。児童クラブは、原則

としては集団の活動ができるお子さんということになっておりますので、もしヘルパーさんが

つくというのは、やはりなかなかそういった活動が難しいのではないかと考えられます。です

ので、今のところは、ヘルパーさんがついたという形の利用については検討はしてございませ

んでした。 

○委員長（伊勢英昭君） 再々質問。遠藤委員。 

○遠藤紀子委員 どういったお子さんでも児童クラブを利用できますことが一番理想だと思いま

す。本当に大変なお子さんもいらっしゃるでしょうけれども、親の就労を支援するためにも、

ある程度ヘルパーさんを考えるということも一つの手段として、お子さんが児童クラブで集団

の中で生活するというのは非常に大事なことですので、その点も考えていただきたいと思いま

すが、再度確認いたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。鈴木課長。 

○子ども支援課長（鈴木義光君） お答えいたします。 

  児童クラブを利用するお子様、やはりそれぞれいろんな特性を持ったお子様がいますし、障

害があるということでも、いろんなタイプのお子様もいらっしゃいますので、その状況に応じ

ていろいろ対応の仕方について、その状況に合わせて検討してまいりたいと考えているところ

です。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 質疑がありませんので、以上で子ども支援課の予算審査を終わります。 

  当局は退室願います。 

  ここで、暫時休憩をします。再開は11時30分とします。 
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     午前１１時２４分  休 憩 

                                            

     午前１１時３１分  再 開 

○委員長（伊勢英昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  それでは、審査日程表により町民課の予算審査を始めます。 

  所管事項の内容を説明願います。町民課長。 

○町民課長（鈴木真由美君） それでは、町民課の令和３年度当初予算の主なものにつきまして、

一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計の順に御説明いたします。 

  まず初めに、利府町各種会計予算の７ページをお開きください。 

  第２表債務負担行為、中ほどにございますコンビニ交付システム保守事業につきましては、

令和３年10月に契約期間満了となることから151万5,000円を設定するものでございます。 

  続きまして、一般会計の歳入の主なものにつきまして御説明いたします。 

  利府町各種会計予算説明書①の８ページをお開きください。 

  15款１項３目衛生費負担金につきましては、未熟児の養育医療費に係る自己負担分として前

年度より８％減の48万1,000円を計上しております。 

  10ページをお開きください。 

  16款２項１目２節戸籍住民基本台帳手数料につきましては、前年度と同額の911万6,000円を

計上しております。 

  17款１項１目２節保険基盤安定負担金につきましては、国民健康保険の保険者支援分といた

しまして、前年度より2.9％減の2,212万1,000円を計上しております。 

  11ページを御覧ください。 

  同じく４節児童手当負担金につきましては、児童手当に要する国庫負担金として、前年度よ

り4.9％減の４億2,748万1,000円を計上しております。 

  同じく２目１節養育医療給付費負担金につきましては、未熟児の養育医療に要する国庫負担

金として、前年度より6.1％減の130万9,000円を計上しております。 

  17款２項１目１節通知カード関連事務費等補助金につきましては、番号法に基づく個人番号

カード交付委任に係る事務及び事業補助金といたしまして2,112万2,000円を計上しておりま

す。 

  13ページをお開きください。 

  17款３項２目１節拠出年金事務費等委託金につきましては、前年度より2.3％増の558万1,000
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円を計上しております。 

  14ページをお開きください。 

  18款１項２目２節保険基盤安定負担金につきましては、前年度より3.2％増の１億460万6,000

円を計上しております。 

  同じく４節児童手当負担金につきましては、児童手当の費用に要する県負担金として、前年

度より4.6％減の9,371万8,000円を計上しております。 

  15ページを御覧ください。 

  18款２項２目３節児童福祉費補助金のうち、母子父子家庭医療費補助につきましては、前年

度より7.5％減の207万円を計上しております。 

  16ページをお開きください。 

  同じく４節乳幼児医療費等補助金につきましては、未就学児の医療費助成事業及び障害者医

療費助成事業の県補助金といたしまして6,216万8,000円を計上しております。 

  23ページをお開きください。 

  23款５項３目３節健康診査事業委託金につきましては、宮城県後期高齢者医療広域連合委託

金といたしまして651万5,000円を計上しております。 

  続きまして、歳出の主なものにつきまして御説明いたします。 

  40ページをお開きください。 

  ２款３項１目戸籍住民基本台帳費につきましては、戸籍法や住民基本台帳法に基づく事務に

要する経費といたしまして、前年度より4.1％減の8,396万7,000円を計上しております。減額の

主な理由といたしましては、人件費などの増額はあるものの、コンビニ交付試験工程業務及び

戸籍システム改修業務委託の完了並びに個人番号カード関連事務委託交付金の減によるもので

ございます。 

  53ページをお開きください。 

  ３款１項３目障害者福祉費18節扶助費障害者医療費助成金6,833万円につきましては、組織改

編に伴い、３款２項４目子ども等医療費から予算の組替えを行っております。 

  54ページをお開きください。 

  同じく４目国民年金事務費につきましては、前年度より42.8％減の1,895万2,000円を計上し

ております。減額の主な理由といたしましては、組織改正に伴う人件費の減によるものであり

ます。 

  55ページを御覧ください。 
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  同じく６目国民健康保険事業につきましては、国民健康保険特別会計に対しまして一般会計

繰出金で、前年度より３％増の１億6,929万3,000円を計上しております。 

  56ページをお開きください。 

  同じく８目後期高齢者医療事業費につきましては、前年度より2.3％増の３億90万8,000円を

計上しております。そのうち宮城県後期高齢者医療広域連合負担金といたしまして２億4,113

万4,000円、後期高齢者医療特別会計に対する一般会計繰出金といたしまして5,275万8,000円を

計上しております。 

  57ページを御覧ください。 

  ３款２項２目児童手当につきましては、前年度より4.8％減の６億1,685万3,000円を計上して

おります。 

  同じく３目母子父子福祉費につきましては、前年度とほぼ同額の423万9,000円を計上してお

ります。 

  同じく４目子ども等医療費につきましては、前年度と比較し21.3％減の１億9,065万7,000円

を計上しております。減額の主な理由といたしましては、先ほど御説明したとおり３目障害者

福祉費に組織改編に伴う予算の組替えを行ったことによるものであります。 

  なお、令和３年４月１日より子ども医療費の自己負担分を撤廃することから、対象者数など

を精査し計上しております。 

  68ページをお開きください。 

  ４款１項５目養育医療給付費につきましては、前年度とほぼ同額の310万2,000円を計上して

おります。 

  続きまして、国民健康保険特別会計予算につきまして御説明いたします。 

  各種会計予算説明書②の１ページをお開き願います。 

  令和３年度国民健康保険特別会計歳入歳出予算の総額は、前年度より1.9％減の29億6,518万

1,000円となっております。 

  それでは、歳入の主なものにつきまして御説明いたします。 

  ３ページをお開きください。 

  １款１項１目一般被保険者国民健康保険税につきましては、前年度より1.9％増の５億4,461

万9,000円を計上しております。収納率につきましては、過年度実績により現年度課税分を前年

度より１％増の93％で計上しております。 

  ５ページをお開きください。 
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  ４款１項１目１節普通交付金につきましては、保険給付費に交付されるもので、前年度より

3.8％減の21億582万8,000円を計上しております。 

  同じく２節特別交付金につきましては、特定健診や保険者努力支援制度事業などに対しまし

て交付されるもので、前年度より1.7％増の4,751万3,000円を計上しております。 

  ６款１項１目一般会計繰入金につきましては、前年度と比較し３％増の１億6,929万3,000円

を計上しております。主に、職員人件費などの事務費のほか、保険料軽減のための保険基盤安

定繰入金などを計上しております。 

  同じく２項１目財政調整基金繰入金につきましては、前年度より10.9％増の9,451万3,000円

を計上しております。増額の主な理由といたしましては、県単位化に伴う保険税負担の急激な

増加を回避するための激変緩和措置が段階引下げに伴い県負担金が減少したことから、財政調

整基金による財源調整を行うものでございます。 

  続きまして、歳出の主なものにつきまして御説明いたします。 

  ８ページをお開きください。 

  １款１項１目一般管理費につきましては、職員人件費や事務費として、前年度とほぼ同額の

2,920万9,000円を計上しております。 

  ９ページを御覧ください。 

  ２款１項１目一般被保険者療養給付費につきましては、過年度実績により算定し、前年度よ

り4.9％減の18億9,719万8,000円を計上しております。 

  10ページをお開きください。 

  ２款２項１目一般被保険者高額医療費につきましては、過年度実績により算定し、前年度よ

り3.7％増の２億8,046万9,000円を計上しております。 

  12ページをお開きください。 

  ２款６項１目傷病手当金につきましては、新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等

に対する傷病手当金として、国の支援が６月30日まで延長されることとなりましたので、450

万円を計上しております。 

  ３款国民健康保険事業納付金につきましては、納付金全体といたしまして前年度より2.9％増

の７億4,735万7,000円を計上しております。 

  13ページを御覧ください。 

  ５款１項１目疾病予防費につきましては、前年度とほぼ同額の2,304万8,000円を計上してお

ります。 
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  14ページをお開きください。 

  ５款２項１目特定健康診査等事業費につきましては、特定健康診査及び特定保健指導に伴う

経費を2,592万2,000円を計上しております。 

  続きまして、後期高齢者医療特別会計予算につきまして御説明いたします。 

  47ページをお開きください。 

  令和３年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算の総額は、前年度より4.8％増の３億1,563

万3,000円となっております。 

  それでは、歳入の主なものから御説明いたします。 

  49ページをお開きください。 

  １款１項１目特別徴収保険料につきましては、被保険者を前年度より114人増の2,952人とし、

１億7,445万円を計上しております。 

  同じく、２目普通徴収保険料につきましては、被保険者を前年度より63人増の785人とし、

8,717万2,000円を計上しております。 

  ３款１項２目保険基盤安定繰入金につきましては、前年度より5.2％増の5,038万4,000円を計

上しております。 

  続きまして、歳出の主なものにつきまして御説明いたします。 

  51ページをお開きください。 

  ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、前年度より4.9％増の３億

1,303万9,000円を計上しております。 

  以上が、令和３年度の町民課所管の予算の概要となります。 

  御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 内容の説明が終わりましたので、直ちに質疑を行います。 

  質疑の発言を許します。質疑ありませんか。９番安田委員。 

○安田知己委員 では、毎回ですけれども、国民健康保険についてちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

  まず初めに、令和３年現時点での短期保険証と資格証明書の発行件数、これをお聞きしたい

と思います。 

  そして、今回は国民健康保険運営協議会についてちょっと聞いてみたいと思うんですけれど

も、この運営協議会のメンバー構成と、あとどのような協議というか審議が行われているのか。

そういった内容をちょっとお聞かせいただきたいと思います。 
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○委員長（伊勢英昭君） ２点について。まず、堀越班長。 

○町民課保険年金班長（堀越伸二君） それではお答えいたします。 

  まず１点目の短期被保険者証の交付状況についてでございますが、令和３年度２月末現在に

おきまして、交付枚数、交付世帯数につきましては120世帯ということとなっております。 

  次にもう１点、国民健康保険運営協議会のメンバー構成についてでございますが、こちらに

つきましては、構成員につきましては国民年金保険法の施行令の規定に基づきまして、被保険

者代表、保険医、保険薬剤師の代表、公益代表による委員で、合計９名で構成されております。

なお、国民健康保険法の施行令により各代表同数をもって組織する旨の規定がされているため、

各代表３名ずつということで構成をしております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。安田委員。 

○安田知己委員 短期保険証が今120世帯という話でした。あと、資格証明書が何件あるのか、ち

ょっとまたお話ししてもらいたいと思います。 

  今メンバーの構成を聞きましたけれども、国保に入っている人が何人かいるということなん

ですけれども、国保に実際加入している人数というのは実際何人いるのか。ちょっとそれも聞

いてみたいと思います。 

  そして、毎回いろんな場所でというかこの場でお話はしていると思うんですけれども、町内

の国保加入者からは、やっぱり国保の税負担が重いんだというような声が寄せられているんで

す。そして、本委員会の中で国保税の負担軽減や、あるいは加入世帯の収入に合った税割合に

下げられないのかなというようなそういった意見が出なかったのかどうか。その辺もお聞きし

たいと思います。お願いします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。堀越班長。 

○町民課保険年金班長（堀越伸二君） 再質問にお答えいたします。 

  まず、資格者証の交付枚数ですが、７件となっております。 

  続きまして、協議会のメンバーに国民健康保険加入者がどれぐらいいらっしゃるかというこ

とでございますが、構成員９名の中の公益代表３名のうち、今年になって後期高齢に１名移行

されたため、そのうちのお二人、あと、被保険者代表の３名ということで、今現在は国民健康

保険の加入者は５名ということとなっております。 

  続きまして、もう１点、国保税の負担が重いということについて意見等がなかったかという

ことだと思いますが、こちらにつきましては、国民健康保険運営協議会ではそのような御意見

等はございませんでした。ただし、本町の国民健康保険特別会計におきましては、国保加入者
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の負担軽減を図るため、毎年財政調整基金の取崩しを行いながら財政運営を行っているところ

でございます。こういった状況も踏まえながら、当運営協議会の委員さんのほうに審議をして

いただきまして御理解をいただいているところでございます。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再々質問。安田委員。 

○安田知己委員 まず、短期保険証は120世帯と資格証明書が７世帯ということで、これは一般質

問に取っておきますので、ちょっとここでは話をしないようにします。 

  協議会の中で、国保が高いという意見は出ていなかったということなんですけれども、やっ

ぱり協議会自身に国保を引き下げるというそういった権限はやっぱりないもので、そういった

意見が出てこなかったのではないのかなとは思うんです。ですが、やっぱりこの協議会のメン

バーの人たちにも、国保の負担が大変だという声とか、あとは国保の加入者の苦労、そういっ

たものをぜひ理解してもらいたいというか、届けていっていただきたいなと思うんですが、そ

れについて意見をお聞かせください。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。鈴木課長。 

○町民課長（鈴木真由美君） 御質問にお答えいたします。 

  国保税の軽減などにつきまして運営協議会の皆さんのほうにいろいろお話を聞かせてくれと

いうことの御質問だと思います。様々な機会を捉えて、そのようなお話は常々させてはいただ

いておりますので、御理解をお願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 質疑がありませんので、以上で町民課の予算審査を終わります。 

  当局は退室願います。 

  ここで、昼食のため暫時休憩します。再開は13時０分とします。 

     午前１１時５９分  休 憩 

                                            

     午後 ０時５７分  再 開 

○委員長（伊勢英昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  それでは、審査日程表により生活安全課の予算審査を始めます。 

  所管事項の内容を説明願います。生活安全課長。 

○生活安全課長（郷家洋悦君） それでは、生活安全課が所管いたします令和３年度予算の主な

内容について、一般会計、町営墓地特別会計の順に御説明いたします。 
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  初めに、一般会計の歳入から御説明いたします。 

  利府町各種会計予算説明書①の７ページをお開き願います。 

  14款１項１目交通安全対策特別交付金１節交通安全対策特別交付金につきましては、道路区

画整理等の交通安全施設の設置及び維持補修の財源として、近年の交付実績を勘案し、前年度

より16.7％減の500万円を計上しております。 

  次に、８ページをお開きください。 

  16款１項１目総務使用料１節行政財産使用料のうちコミュニティセンター使用料としてＪＲ

利府駅の改札口の一部と自動販売機１台分の貸付使用料として、前年度と同額の17万2,000円を

計上しております。 

  同じく４節町民バス使用料につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による利用者

数の減と令和３年度から実施するシルバーパス事業により、新たに70歳以上の高齢者の減免を

行うことから、前年度より59％減の323万4,000円を計上しております。 

  次に、10ページをお開きください。 

  16款２項２目衛生手数料１節鑑札及び狂犬病予防注射済証交付手数料につきましては、犬の

登録及び狂犬病予防注射済証の交付に係るものであり、犬の登録等数が減少傾向にあることか

ら、前年度より4.1％減の144万6,000円を計上しております。 

  同じく２節一般廃棄物処理手数料につきましては、引っ越しごみや営業ごみその他宮城東部

衛生処理組合に直接搬入されるごみなどの処理手数料でありますが、過去３年間の実績を勘案

し、前年度より3.8％減の5,000万円を計上しております。 

  同じく３節犬猫等死体処理手数料につきましては、過去３年間の実績を勘案し、前年度より

14.5％減の４万7,000円を計上しております。 

  次に、12ページをお開きください。 

  17款２項１目総務費国庫補助金４節社会資本整備総合交付金につきましては、転入者に配布

すること防災マップの残りが少なくなってきていることから、交付金を活用し増設するため51

万1,000円を計上しております。 

  13ページを御覧ください。 

  17款３項１目総務費委託金２節自衛官募集事務費委託金につきましては、自衛官募集等に係

る事務用品費として、前年度と同じほぼ同額の２万3,000円を計上しております。 

  次に、15ページをお開きください。 

  18款２項１目総務費県補助金１節市町村振興総合補助金のうち、市町村交通安全対策推進事
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業費補助につきましては、交通安全指導員の設置及び交通安全啓発事業の財源として、前年度

とほぼ同額の51万1,000円を計上しております。 

  同じく３節バス運行維持対策費補助金につきましては、町民バスの運行経費に対する県から

の補助金でありますが、新型コロナウイルス感染症の影響による利用者数の減とシルバーパス

事業の実施により、町民バス使用料が減額となることにより、補助金の対象経費である経常収

益が減額となることから、前年度より71.3％減の25万7,000円を見込んでおります。 

  同じく４節石油貯蔵施設立地対策費補助金につきましては、消防団車庫兼詰所を整備するた

め、機器及び資機材等装備の充実を図るための財源として、前年度より27.6％減の1,283万4,000

円を計上しております。 

  続いて、歳出について御説明いたします。35ページをお開きください。 

  ２款１項７目自治振興費でございますが、行政組織の改正に伴い町民活動支援費の目名が変

更となったもので、そのうち生活安全課所管の内容といたしましては、男女共同参画推進事業

に係る男女共同参画推進町民会議委員に対する謝礼や普通旅費、講演会開催に係る講師派遣業

務委託料として、前年度とほぼ同額を計上しております。 

  なお、現行の第３次男女共同参画基本計画の計画期間が令和４年度までであることから、令

和５年度からの次期計画の策定に向け、アンケート調査を実施するための経費として、印刷製

本費や郵便料を計上しております。 

  36ページをお開き願います。 

  12節委託料地域女性リーダー育成業務委託料につきましては、地域の女性リーダーの育成に

向けた講座を開催するため新たに計上したものです。 

  同じく８目コミュニティセンター管理費につきましては、前年度より48.8％減の579万3,000

円を計上しております。減額の主な要因としては、ｔｓｕｍｉｋｉ駐車場に設置していた仮設

トイレの賃貸料の経費が減額となったものでございます。 

  同じく９目交通安全対策費につきましては、前年度より2.6％増の770万9,000円を計上してお

ります。増額の主な要因としては、現在ベビーシートの貸出しを行っておりますが、購入して

から年数が経過していることから、更新するための購入費用を計上したものです。 

  37ページを御覧ください。 

  同じく10目防犯費につきましては、前年度より32.8％減の407万9,000円を計上しております。

減額の主な要因としては、令和３年度において防犯灯等賃貸借事業を実施することにより、町

内会が行う防犯街路灯の改修工事件数が減る見込みであるため、町内会への補助金を減額する
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ものです。 

  次に、46ページをお開きください。 

  行政組織の改正に伴い、２款６項１目企画総務費18節負担金補助及び交付金に、宮城県青年

会館みやぎ青年婚活サポートセンター負担金と公益財団法人宮城県国際化協会負担金を前年度

とほぼ同額で計上しておりますが、令和３年度からは秘書政策課の所管となりますので、国際

交流費は廃目となります。 

  同じく３目総合交通対策費につきましては、前年度より47.8％増の１億1,391万5,000円を計

上しております。増額の主な要因としては、48ページを御覧ください、12節委託料の町民バス

運行業務委託について現行の契約が令和２年度で満了となるため、令和３年度から３年間の新

たな業務を発注することとなりますが、路線再編や運転手等の労務単価の増などから、前年度

と比較して約1,200万円増額しております。同じく民間バスチケットサービス事業業務委託料に

ついて、シルバーパス事業の実施に伴い約500万円増額しております。 

  また、18節補助金のうちバス運行事業補助金について、新型コロナウイルス感染症の影響に

より路線バス利用者が大幅に減少しているため、前年度より63.7％増の4,035万8,000円を計上

しております。 

  69ページをお開きください。 

  ４款１項７目環境衛生費につきましては、環境美化推進委員に対する謝礼や狂犬病予防集合

注射実施の際の郵送料として、前年度より24％減の3,180万3,000円を計上しております。減額

の主な要因としては、職員人件費の減によるものです。 

  同じく８目公害対策費につきましては、広域的な地盤沈下対策として３年ごとに実施してい

る仙台平野精密水準測量調査費用として91万3,000円を計上しております。 

  70ページをお開きください。 

  ４款２項１目清掃総務費につきましては、リサイクル運動報奨金や一部事務組合への負担金

に要する経費として、前年度より30.5％減の３億1,802万4,000円を計上しております。減額の

主な要因としては、宮城東部衛生処理組合でごみ焼却施設の延命化のため実施した大規模な基

幹的改良工事が完了したことにより、宮城東部衛生処理組合への負担金が減額となったことに

よるものです。 

  同じく２目塵芥処理費につきましては、この経費は主として家庭からごみ集積所に排出され

た一般廃棄物を収集運搬する業務に要する経費で、前年度と比較して1.7％増の１億3,515万

9,000円を計上しております。 
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  次に、79ページをお開きください。 

  行政組織の改正に伴い、７款１項２目観光費の18節負担金補助及び交付金に十符の里利府フ

ェスティバル事業補助金を、前年度と同額で計上しておりますが、令和３年度からは商工観光

課の所管となります。 

  次に、89ページをお開きください。 

  ９款１項１目非常備消防費につきましては、前年度より5.8％減の3,314万4,000円を計上して

おります。減額の主な要因としては、歳入で御説明申し上げましたが、石油貯蔵施設立地対策

等交付金の減額によるものですが、90ページ、12節委託料に消防団車庫兼詰所を新たに整備し

ていくため、消防団施設整備基本計画策定等業務委託料を24節積立金に、石油貯蔵施設立地対

策等交付金基金予算積立金を計上しております。 

  ２目消防施設費につきましては、塩釜地区消防事務組合への負担金等として、前年度とほぼ

同額の３億7,015万円を計上しております。 

  91ページを御覧ください。 

  ３目防災費につきましては、前年度より17.5％増の7,691万2,000円を計上しております。増

額の主な要因としては、一般職員１名分の人件費の増額と、92ページの12節委託料に防災マッ

プ増刷業務委託料を計上したことによるものです。 

  以上で、一般会計の説明を終わらせていただきます。 

  続いて、利府町町営墓地特別会計予算の御説明をいたします。 

  利府町各種会計予算書説明書②の53ページをお開きください。 

  令和３年度利府町町営墓地特別会計の歳入歳出予算の総額は、前年度と比較して16万4,000

円増の1,098万7,000円でございます。初めに、町営たてやま霊園の現状ですが、区画墓地につ

きましては、現在全685区画全てが使用されております。また、集合墓地につきましては、全50

基のうち、現在19基が未使用となっております。 

  それでは、歳入から御説明いたします。 

  55ページをお開きください。 

  １款１項１目１節墓地等使用料につきましては、集合墓地永代使用料と愛がん動物納骨堂使

用料及び行政財産使用料として、前年度と同額の200万4,000円を計上しております。 

  同じく２項１目１節墓地管理手数料につきましては、区画墓地と集合墓地の管理料として、

前年度と同額の413万円を計上しております。 

  ２款１項１目１節利子及び配当金につきましては、国債運用による町営霊園等管理運営基金
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利子の増額を見込み、前年度より17万2,000円増の18万2,000円を計上しております。 

  次に、歳出について御説明いたします。 

  57ページをお開き願います。 

  １款１項１目町営墓地管理費につきましては、たてやま霊園の維持管理に要する経費として、

前年度より30.1％減の114万9,000円を計上しております。減額の主な要因としては、昨年度実

施した町営たてやま霊園植栽工事が完了したことによるものであります。 

  ２款１項１目町営霊園等管理運営基金積立金につきましては、国債運用による利子の増額と

財政調整により前年度より26.6％増の317万3,000円を計上しております。 

  次に、３款１項１目元金及び利子につきましては、前年度とほぼ同額の566万5,000円を計上

しております。内容といたしましては、墓地造成工事で借入れした元金及び利子の償還に係る

経費となっております。 

  以上で、生活安全課所管の令和３年度予算の説明を終わらせていただきます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 内容の説明が終わりましたので、直ちに質疑を行います。 

  質疑の発言を許します。質疑ありませんか。15番遠藤委員。 

○遠藤紀子委員 ２点お願いいたします。 

  ①の36ページ、自治振興費の中の委託料です。説明がございましたけれども、ここの最後の

地域女性リーダー育成業務委託料という御説明がありました。講座というお話でしたが、もう

少し詳しい説明をお願いいたします。 

  もう１点は、これは48ページのあたりである総合交通対策費の中で、今までですと、工事請

負費としてバスの停留所にベンチを設置していたのが毎年上がっていたと思うんですが、令和

３年度はなぜその項目がなくなったのかを御説明お願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。石垣班長。 

○生活安全課環境協働班長（石垣伴彦君） 15番遠藤委員の御質問にお答えします。 

  まず１点目の、女性リーダー育成の業務委託料の詳細についてでございますが、育成講座と

いうことで５回ほど講座を開催したいと考えております。そちらの経費として予算計上してい

るものですが、対象者としましては、利府町に在住または勤務している65歳以下の女性、対象

人数としては15名程度ということで考えております。実施場所については、役場の会議室です

とか、町民交流館の研修室を予定しております。 

  次に、２点目ですけれども、バス停ベンチのほうの予算の関係でございますが、令和３年度
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においては、今回工事請負費のほうに200万円のバス回転場の整備工事費用を計上させていただ

いておりますが、そういったことで、バスの回転場の整備工事もございますので、令和３年度

については一旦バス停のベンチ工事はお休みをさせていただいて、令和４年度以降にまた整備

していくような形で予算要求していきたいと考えております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。遠藤委員。 

○遠藤紀子委員 女性リーダー、いよいよ育成に取りかかっていただけるようで、町長の施政方

針の中にもはっきりうたっておりまして、非常に期待したいことなんですが、65歳以下で私は

駄目だなという印象を持ちました。ただ、やっぱり女性リーダー、この町を引っ張っていただ

けるリーダーを育成することですので、15人ぐらい、５回の会議室でということでしたけれど

も、これは若い女性というものがもちろんターゲットになると思います。ですから、平日の昼

間とかそういった講座では困るものでございますので、その辺の予定をお聞かせください。 

  それから、２点目のベンチ工事ですが、今回は取りあえず次年度から、令和４年度からとい

うお話でした。まだまだベンチは足りないんです。もう何十年も前の総合計画で、毎回ベンチ

設置をしますとうたっていて、ちっとも設置が進んでいなかったので、ましてや高齢者も多く

なりました。バス停にベンチが絶対必要ですし、説明の中で、コロナ禍でバスの利用者が少な

いというのはこれは一時の話でございますから、やはり散歩をする人も多くなってまいりまし

た。体力をつけるために外でウオーキングの高齢者も増えております。バス停の設置は総合計

画で長年うたっていることでございます。私は中止することには反対ですので、もう一度御意

見をお願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。石垣班長。 

○生活安全課環境協働班長（石垣伴彦君） 遠藤委員の再質問にお答えします。 

  まず、女性リーダー育成の部分でございますが、現在予定しているのは、今のところ平日開

催ということで考えておりますが、ちょっと講師派遣の部分で委託料のところでの講師単価と

かに影響するものですから、極力参加がしやすい状況というか、環境づくりには努めていきた

いと考えております。 

  次に、ベンチのほうではございますが、今後整備予定となっている地区が、あと７か所ほど

となってきております。基本的にはバスシェルターがある部分にベンチを設置していくことに

なります。令和２年度においても、菅谷台１丁目地内、グランディの入り口、あとはパン屋さ

んの脇のところのバスシェルターがある部分にバス停ベンチの設置をしておるんですが、道路

管理者との協議の中で、例えば点字ブロックですとかそういった部分がございまして、バスシ
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ェルターがあれば確実に設置できるというよりは、そういった点字ブロックを守らなければ駄

目だとかそういうところがあって、実際の余裕が、見た目は余裕があるようには見えるんです

けれども、なかなか道路の状況によって必ず設置できるような状況ではないような部分が、正

直ちょっと残ってきておりますので、そういったところを道路管理者と協議をして進めていく

ことにはなると考えております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再々質問。遠藤委員。 

○遠藤紀子委員 講座が平日ということで、これはもう先が見えているなと感じました。講師の

単価の関係ということでしたが、私も県のほうの女性リーダーの研修を１年間受けて経験がご

ざいますが、全部土曜日の開催でした。ですから、やはりリーダーを育成する本気があるんで

したら平日の昼間は、私はいつも講演会でアンケートに書くんですけれども、いつも来る人は

決まっているでしょうと。ですからこれは、ぜひ土曜日の開催を前提として考えていただきた

いと思います。施政方針にもあることですから、強くこれは求めたいと思います。 

  これの募集はどのように、ホームページ、広報というお話があるでしょうが、ぜひいろいろ

な団体から推薦していただくなり、企業さんから推薦していただくなりで、何かしらの工夫を

していただきたいのですが、お考えがあればお願いいたします。 

  ベンチの件ですが、シェルターがあるところというお話でしたが、仙台なんかとか、あるい

は都会を見ますと、必ずしもシェルターというかそういう場所ではなくて、いろいろ工夫して

ベンチを置いて、私たちは大分前ですけれども茨城県水戸市に行ってまいりまして、あそこは

方々にベンチが設置してあるという町でした。そういったことも兼ねて、やはりちょっとだけ

腰かける場所があるということ、バス停に限らず、町にベンチを設置という方向でも考えてい

ただけたらと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。石垣班長。 

○生活安全課環境協働班長（石垣伴彦君） 遠藤委員の質問にお答えします。 

  女性リーダー育成の部分ですが、開催の曜日、時間帯を含めて、今後参加しやすい環境とい

うことで再度検討したいということで考えております。また、参集についても、広報、ホーム

ページだけではなくて、町の関係する商工関係団体ですとか、そういった企業の方とかにも参

加していただきやすいように関係各課と連携していきたいということで考えております。 

  バス停の件でございますが、現在バス停のほうでちょっと何件か相談が来ているところがあ

るんですが、バス停を置いているところが例えば空き地だったとしますと、そういったところ

を、現在、土地利用をしたいのでバス停を移設させてほしいという問合せ、相談が多数寄せら
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れております。バス停が置いてある部分が公共施設ですとかそういった土地であれば、基本的

には半永久的に使用できることにはなると思うんですけれども、バス停については全て公共用

地沿線に置いているものではないものですから、なかなかバス停のベンチという構造物を設置

するとなりますと、そういった将来的にもずっとバス停として設置できるというところに優先

的にベンチを設置していく必要があるのかなということで考えておりますので、御理解のほど

よろしくお願いします。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。３番鈴木委員。 

○鈴木晴子委員 では、２点お願いいたします。 

  １点目、36ページをお願いします。２款１項９目交通安全対策費の備品購入費で、車両用整

備、車両用備品、これはチャイルドシート、ベビーシートでよかったですね。このベビーシー

ト購入ということでございました。今までよりも多いのか、少ないのか。今までの数とともに

教えていただきたいと思います。 

  ２点目、48ページをお願いします。２款６項３目総合交通対策費の12節委託料で、令和２年

度に掲載がなかったので教えていただきたいんですが、町民バス放送データ等作成業務委託料

ということで計上になっておりました。内容をお伺いいたします。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁願います。高橋班長。 

○生活安全課防災安全班長（高橋活博君） １点目の御質問にお答え申し上げます。 

  ベビーシートですけれども、前回購入したのが平成25年３月に20台買ってございます。間も

なく８年が経過しますので、今回同じ台数の20台を購入する予定でございます。 

○委員長（伊勢英昭君） ２点目。鈴木主任主査。 

○生活安全課環境協働班主任主査（鈴木えり子君） ２点目の質問にお答えいたします。 

  こちらの町民バスの放送データ等作成の委託料なんですけれども、こちらは令和３年７月か

らの町民バス路線再編に向けてバス車内で流れる停留所の案内の放送データ、及びバスの外側

とかに出る行き先表示のデータを書き換える必要があることから計上したものであります。以

上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 再質問。鈴木委員。 

○鈴木晴子委員 ベビーシートを平成25年に買ったということで、８年経過しているので20台、

また同じ数でということでございましたけれども、そのとき、20台のとき、いろいろなベビー

シートがあると思うんですけれども、どちらかというと余り、何というか、もう少しがっちり

したものというか、そういった形のものをと思っていたんですけれども、前回と丸々同じよう
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な形で購入するのか、少しグレードアップするのかという部分と、あともう一つは、こちらの

貸出しの場所なんですけれども、こちらは今までも生活安全課の窓口ということでありました

が、町として子育て支援包括支援センターを統一、子供に対してまとめてやっているところで、

そのような窓口的なものも、担当課は生活安全課ということになっていますけれども、その貸

出しだけでも子育て支援包括支援センターのほうでできないものなのか、お伺いしたいと思い

ます。 

  それから、先ほどのバスの件は分かりました。そのバスの放送ということで、内容が少しず

れてしまうかもしれないんですけれども、バスの中にいる人たちはバスの状況をお分かりにな

るのでいいと思うんですけれども、バスに乗りたいと思っている人たちへの連絡、最近ＬＩＮ

Ｅでのバスが遅れるという御案内がよく届くものですから、ＬＩＮＥをお持ちの方はきっと、

携帯電話をお持ちの方、スマホをお持ちの方は、その情報が届いているのかなと思うんですが、

バス停で待ちぼうけされている方とかもいらっしゃると思うんですけれども、その辺の対策は

されるのかどうかお伺いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。高橋班長。 

○生活安全課防災安全班長（高橋活博君） 再質問にお答えいたします。 

  １つ目のベビーシートの件でございますけれども、グレード的には一緒というか、現在使っ

ているものの最新版というか、そちらの中くらいのグレードを一応考えてございます。窓口関

係は現在防災安全班の窓口で貸出ししておりますけれども、子供子育て関係の窓口ということ

のお話でございますが、こちらは単独で決められない部分がございますので、今後子供の部署

と相談というか、していきたいと思います。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） 石垣班長。 

○生活安全課環境協働班長（石垣伴彦君） 鈴木委員の質問にお答えします。 

  バスの遅延等への対策ということで、令和３年度から新たなバスの運行業務委託というもの

を発注するんですが、こちらのほうのプロポーザル方式で今回募集をしたところ、事業者のほ

うからバスロケーションシステムといいまして、バス停等にＱＲコードを設置して、それをス

マートフォンで読み取りますと、現在バスがどこを走っているかというところが分かるような

システムを設置していただけるという御提案がありました。 

  しかしながら、７月に路線再編が予定されておるものですから、運行業務委託は４月からで

はあるんですが、４月から３か月間で運行ルートが変わりますと、そちらのバスロケーション

システムの改修経費等もかかってしまうものですから、令和３年７月１日からバスロケーショ
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ンシステムのほうも稼働させたいということで考えておりますので、スマホがあるというのが

前提になりますが、若干の見える化の推進にはつながるものと考えております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。12番高久委員。 

○高久時男委員 では、３点お願いします。 

  36ページ、自治振興費の18節交付金で地域活動事業総合となっているんですけれども、ちょ

っと中身を教えてほしいなと思ったんです。総合交付金までついていると、大体各町内会とか

で公園掃除とかで出ているやつというのは分かるんですけれども、ちょっとこれだと分からな

いので、その辺の説明をお願いします。 

  それと次のページ、37ページ、防犯費で防犯灯関係が出ているんですけれども、以前よりは

金額が、リースが始まるということで少なくなっています。恐らくリース開始までの間の壊れ

た物に対しての補修ということだと思うんですけれども、そこでちょっと気になるのは、エバ

ーライトから今まで、要するにＬＥＤに換えている部分があります、補助金を出して町内会で

直しているというやつが。それの扱いというのはどうなるんですか。リース方式に変えたとき

に、また全部新しい物に換えるのか、それとも今までつけた町内会のＬＥＤに関しては、その

まま町内会の管理でいくのか。それも含めて、例えば機材は新しくしなくても、リースの要す

るにメンテの中に入るのか。その辺の説明をお願いします。 

  あと、48ページ、総合交通対策費の12節地域公共交通網形成計画推進事業支援業務委託料と

なっているんですけれども、どういった内容のものなのか説明いただきたいと思います。形成

計画は既に計画が出されて数年たっていますけれども、これに対してこの支援業務というのが

一体どういう内容なのか。その辺の説明をお願いします。 

○委員長（伊勢英昭君） 当局答弁。石垣班長。 

○生活安全課環境協働班長（石垣伴彦君） 高久委員の質問にお答えします。 

  まず１点目なんですけれども、36ページ、自治振興費の交付金、地域活動事業総合交付金に

ついては、例年町内会のほうに支出している交付金となります。道路ですとか、公園ですとか、

防犯灯の電球ですとか、内容的には変更はございません。こちらについては総務課のほうで予

算を計上しておりますので、申し訳ありませんがよろしくお願いします。 

  あと、２点目、３点目になりますけれども、推進業務委託料の内容でございますが、こちら

は例年計画に基づいて、現在は路線再編というものを検討しておりまして、それに合わせまし

て住民意見交換会ですとか、あとは公共交通マップといいまして、利府町で運行されている路

線バス、民間バスも含めたマップというものを作ったりですとか、あと、これまではバスの乗
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り方教室というものを十符の里フェスティバルの中でイベントを開催しているものでございま

す。ちなみに令和３年度につきましては、７月から路線再編というものを実施しますので、そ

ちらの検証のほうに重きを置いて業務を実施していきたいと考えております。例えば、路線再

編をしますけれども、時刻表どおりにバスが本当に運行できているかどうかという部分でした

り、あとは実際のルート、今後交通渋滞等も予想されますので、そういったところで今回の路

線再編の検証というものを考えていきたいと考えております。 

  あとは、またあわせてバスのマップというものを、公共交通マップについては住民の皆さん、

あとは利府町に訪れてこられるお客様に大変好評いただいておりますので、こちらのほうも継

続的に作成していきたいと考えております。以上です。 

○委員長（伊勢英昭君） もう１点。小畑主幹。 

○生活安全課防災安全班主幹（小畑貴信君） ２点目の御質問の既設ＬＥＤ等についての御説明

をさせていただきます。 

  ＬＥＤ灯具につきましては、基本交換の対象とはしない方向で検討しているところでありま

す。ただ、現地調査を実施しまして、設置から大分たっている物、耐用年数等々を勘案して交

換対象とする場合もございます。交換にならない物につきましても、維持管理の中で見ていき

たいと、今調整しているところでございます。 

○委員長（伊勢英昭君） ほかに質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 質疑がないようでございますので、以上で生活安全課の予算審査を終

わります。 

  当局は退室願います。 

  ここで暫時休憩します。再開は13時50分とします。 

     午後１時４１分  休 憩 

                                            

     午後１時４８分  再 開 

○委員長（伊勢英昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  それでは審査日程表により、上下水道課の予算審査を始めます。 

  所管事項の内容を説明願います。上下水道課長。 

○上下水道課長（名取仁志君） 連日の審議お疲れさまです。 

  それでは、上下水道課所管の令和３年度当初予算について御説明申し上げます。 
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  初めに一般会計、次に公営企業会計の順で御説明申し上げます。 

  説明に当たりましては、主に前年度と違う点を中心に説明いたします。 

  それでは、お手元の各種会計予算説明書①の12ページをお開きください。 

  最初に、一般会計の歳入でございますが、17款２項３目衛生費国庫補助金の１節合併処理

浄化槽設置費補助金につきましては55万2,000円を計上しております。これは、新たに設置す

る浄化槽に対する国からの補助金で、１基当たり13万8,000円で４基分の計上となっておりま

す。 

  次に、歳出でございます。69ページをお開きください。 

  ４款１項９目浄化槽費の18節負担金、補助及び交付金のうち、補助金でありますが、合併

処理浄化槽維持管理事業補助金として397万6,000円を計上しております。これは、浄化槽を

適正に管理している方に対して補助金を交付するものであり、163世帯分を計上しております。

また、その下の合併処理浄化槽設置事業補助金304万円につきましては、令和３年度に新たに

浄化槽を設置する方に対する町からの補助金となっております。 

  70ページをお開きください。 

  10目27節繰出金401万円につきましては、上水道事業への一般会計からの繰出金となってお

ります。 

  次に86ページをお開きください。 

  ８款４項２目27節繰出金１億2,700万円につきましては、下水道事業に対する一般会計から

の繰出金となっております。 

  以上が上下水道課に関連する一般会計予算となっております。 

  続きまして、公営企業会計予算について御説明申し上げます。先に水道事業会計を、次に

下水道事業会計の順で御説明させていただきます。 

  各種会計予算説明書③の26ページをお開きください。 

  初めに、収益的収入及び支出でございますが、収益的収入の１款水道事業収益につきまし

ては、前年度と比較して0.2％減の10億6,644万9,000円を計上しております。減額の主な理由

につきましては、１目給水収益で、イオン新棟分の増収は見込めるものの、イオン北館の閉

店、それからペアガーデン内の飲食店の閉店、新型コロナウイルス感染症の影響による店舗

等の減収によるものです。 

  ２目加入金につきましては、1,534万5,000円を計上しております。これは給水装置の新設、

及び増改築等に係る加入金であり、162件分を見込んでいるものであります。 
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  ２項営業外収益につきましては、１億2,884万7,000円を計上しております。このうち、５

目長期前受金戻入益につきましては、補助金からその他長期前受金まで合計で9,685万8,000

円を計上しているものであります。これは、補助金等で取得した固定資産について、当該年

度の減価償却見合い分を収益化したものであり、現金収入を伴わない収益となっております。 

  27ページを御覧ください。 

  収益的支出でございますが、１款水道事業費用につきましては９億3,670万6,000円を計上

しており、前年度と比較して1.7％の増となっております。このうち、１目原水及び浄水費に

つきましては３億8,634万9,000円を計上しており、前年度と比較して2.6％の増となっており

ます。増額の主な理由といたしましては、次ページの受水費で前年度の実績分の増と、契約

水量の８割は責任水量として使用料を支払う必要があるため、自己水源を抑制し、公益水道

の使用料を８割に調整したことによるものでございます。 

  ２目配水及び給水費につきましては、前年度とほぼ同額の6,293万3,000円を計上しており

ます。 

  29ページを御覧ください。 

  ４目総係費につきましては、9,012万円を計上しており、前年度と比較して12％の減となっ

ております。減額の主な理由につきましては、職員人件費によるものです。 

  31ページをお開きください。 

  ２項営業外費用のうち、１目１節企業債利息につきましては1,912万2,000円を計上してお

り、前年度と比較して12.2％の減となっております。 

  ４項予備費につきましては、一昨年の台風19号による被害等を考慮し、900万円増の1,000

万円を計上しております。 

  以上が収益的収入の概要となります。 

  続きまして、資本的収入及び支出について御説明申し上げます。 

  32ページをお開きください。 

  １款資本的収入につきましては、１億38万4,000円を計上しており、前年度と比較して4.9

％の増となっております。増額の主な理由といたしましては、利府浄水場ナンバー２、３、

４、急速ろ過機電動弁更新事業に係る企業債借入額の増によるものです。 

  １項開発負担金につきましては、過去３年間の実績に基づき244万4,000円を見込んでいる

ものであります。 

  33ページを御覧ください。 
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  １款資本的支出につきましては、総額で４億8,530万6,000円を計上しており、前年度と比

較して2.4％の増となっております。増額の主な理由につきましては、委託料で設置から24

年が経過した原水調整槽の電気設備改修のための設計業務委託及び施設の統廃合による経費

削減を図るため、藤田中継加圧所の廃止に向けた検討を行うため、赤沼配水池・丹波沢間の

送水ルート検討業務委託を計上したことによるものです。工事費につきましては、２億9,010

万4,000円を計上しており、今年度は利府浄水場ナンバー２、３、４、急速ろ過機電動弁更新

工事をはじめ、老朽化した配水管の布設替え工事などを予定しており、詳細についてはお手

元の令和３年度当初予算関係補足説明資料の86ページ以降に記載しておりますので、後ほど

御確認ください。 

  それでは、各種会計予算説明書③の33ページにお戻りください。 

  ２項１目企業債償還金につきましては、元金償還金の増により、前年度と比較して3.4％増

の１億1,847万3,000円となっております。 

  以上のことから、資本的収支においては、３億8,492万2,000円の不足額が生じますが、こ

れは過年度分損益勘定留保資金で補塡することにしております。 

  以上が、令和３年度の水道事業会計予算の概要でございます。 

  続きまして、下水道事業会計につきまして御説明申し上げます。 

  58ページをお開きください。 

  初めに、収益的収入及び支出のうち収入でございますが、１款下水道事業収益につきまし

ては、合計で12億4,600万6,000円を計上しており、前年度と比較して1.9％の増となっており

ます。 

  １項１目下水道使用料につきましては４億2,921万5,000円を計上しており、前年対比で3.5

％の増となっております。増額の主な理由につきましては、白石沢工業団地内に新たに進出

した企業の井戸水使用分と、平成25年度から取り組んできた不明水対策事業により、下水道

の有収率が２％上昇しており、その分として10万7,000立米ほど増と見込んでいることによる

ものです。 

  ２目他会計負担金につきましては、雨水処理に要する経費として一般会計からの負担金

3,140万2,000円を計上しております。 

  ５目雑収益につきましては、66万7,000円を計上しており、前年対比で85.2％の大幅な減と

なっております。減額の主な理由につきましては、消費税の還付分で、前年度令和２年度分

の工事が繰越しとなったことにより消費税還付見込みから納付見込みとなってことによるも
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のです。 

  59ページを御覧ください。 

  次に歳出でございますが、１款下水道事業費用につきましては、合計で12億2,996万5,000

円を計上しております。１目下水道管理費につきましては、既設の下水道施設の維持管理に

係る費用を計上しており、前年対比で31％増の１億2,996万6,000円を計上しております。増

額の主な理由につきましては、委託料で砂押川を横断する下水道の伏せ越し施設について２

年に一度清掃を行う必要があるため増額となったことや、次ページの工事費で伏せ越し施設

ゲート補修工事と、マンホールポンプ場監視装置改修工事を今年度新たに行うため増額とな

っております。 

  ３目総係費につきましては、前年対比で11.2％増の4,760万9,000円となっております。増

額の主な理由につきましては、委託料で水道事業会計へ支出する料金徴収業務委託料で１件

当たりの単価が32円増となったことによるものです。 

  ２項営業外費用につきましては、5,283万7,000円を計上しており、前年対比で25.9％の増

となっております。増額の主な理由につきましては、歳入でも御説明いたしましたが、消費

税及び地方消費税において下水道工事の繰越しにより、還付予定から今年度は納付見込みと

なったことによるものです。 

  続きまして、資本的収入及び支出につきまして御説明いたします。 

  62ページをお開きください。 

  １款資本的収入につきましては、合計で５億9,545万2,000円を計上しており、前年対比で

50.5％の大幅な増となっております。増額の主な理由につきましては、下水道建設工事に充

当するため公共下水道事業債を増額したことによるものです。 

  １項１目国庫補助金につきましては、利府１号雨水幹線整備及び赤沼二本椚汚水枝線工事

分として7,850万円を計上しております。 

  ２項１目他会計出資金につきましては、利府１号雨水幹線整備工事及び横枕川雨水幹線工

事の補塡金として、一般会計からの繰入金2,415万2,000円を計上しております。 

  ３項１目企業債につきましては、下水道建設工事等に充当するため、記載の３件を計上し

ており、前年対比で66.8％増の４億9,280万円を計上しております。 

  63ページを御覧ください。 

  次に、歳出について御説明いたします。 

  １款資本的支出につきましては、総額で７億352万2,000円を計上しており、前年対比で23.5
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％の増となっております。増額の主な理由につきましては、収入でも御説明しましたとおり、

工事費で利府１号雨水幹線整備、横枕川雨水幹線工事等の増、及び横枕川雨水幹線整備工事

に係る家屋の補償費や土地購入費の増によるものです。 

  １項１目公共下水道建設費につきましては、前年対比で35.3％増の４億2,153万円を計上し

ており、増額の理由につきましては、先ほど説明したとおり、工事費、補償費等の増による

ものです。 

  ２目流域下水道建設負担金につきましては、仙塩流域下水道事業建設工事に係る市町村負

担金を計上しているもので、前年対比で2,852万6,000円増の5,182万4,000円を計上しており

ます。増額の主な理由につきましては、今年度、処理施設の改修工事等を行うため増額とな

っております。 

  ２項１目企業債償還金につきましては、前年対比で1.9％減の２億3,016万8,000円を計上し

ております。 

  以上のことから、資本的収支においては１億807万円の不足額が生じますが、これは消費税

及び地方消費税資本的収支調整額、及び過年度分並びに当該年度分の損益勘定留保資金で補

塡することにしております。 

  以上が、下水道事業会計予算の概要となっております。 

  これで、上下水道課所管の令和３年度予算の説明を終わらせていただきます。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（伊勢英昭君） 内容の説明が終わりましたので、直ちに質疑を行います。 

  質疑の発言を許します。質疑ありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 質疑がありませんので、以上で上下水道課の予算審査を終わります。 

  当局は退席願います。 

  それでは、最終日に総括して質疑する事項の取りまとめ、及び現地調査箇所の選定を行い

ます。質疑あるいは御意見はありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊勢英昭君） 総括質疑及び現地調査がないようですので、これで本日の予算審査特

別委員会を散会します。 

  なお、明日は午後９時30分から特別委員会を再開しますので、御参集願います。 

  御苦労さまでした。 



令和３年３月予算審査特別委員会会議録（３月８日月曜日分） 

57 

     午後２時０９分  閉 会 

                                            

  上記会議の経過は、事務局長庄司英夫が記載したものであるが、その内容に相違がないこと

を証するため署名する。 

  令和３年３月８日 

 

        委員長 

 


